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はじめに 

 川崎市総合計画市民検討会議（以下、「市民検討会議」）は、これからの川崎の目指

すべき方向性や今後の取組を明らかにする「新たな総合計画」の策定に向けて、川崎

の将来像を市民の視点で検討し、１０年後の川崎市をどんなまちにすべきか、市民の

意見や助言をとりまとめて、総合計画に活かすために設置されました。 

 市民検討会議は、公募市民委員７名、無作為抽出された市民による「川崎の未来を

考える市民検討会」の参加者から１４名、コーディネーター１名により構成され、平

成２６年１０月から平成２７年４月までの７か月間、主な政策分野ごとに議論を行っ

てきました。議論にあたっては、まずワークショップ方式で自由に意見や提案を出し

合い、その内容を集約した文書にさらに手を入れて報告書案としてまとめていくとい

う方法をとりました。その全体を集約したものがこの報告書です。 

 各委員には、子どもの育成からまちの魅力まで幅広い領域について、「市民目線」

で熱心に議論していただきました。そこでは有意義な意見や魅力ある提案が多く、そ

の生き生きとした議論がこの報告書にも反映していると思います。 

 川崎市においても、今後、避けることのできない人口減少への転換や少子高齢化の

進行など、課題は山積しています。そんな中でも、子どもたちの笑顔があふれ、元気

な高齢者が社会に貢献しながら生きがいを持つことができ、安心・安全で魅力にあふ

れる「住みたい」「住み続けたい」まちであるためには、市民と行政が協働によるま

ちづくりを推進することが必要です。市民検討会議でまとめられた意見が、「新たな

総合計画」の策定や今後の市政運営にしっかりと活かされることを願っています。 

        平成 27年６月 

             川崎市総合計画市民検討会議委員を代表して 

                        コーディネーター 礒崎初仁 
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第１ 章  市民検討会議 意見のまとめ
 市民検討会議では、平成27年７月に公表予定となっている新たな総合計画の「基

本構想」及び「基本計画」の素案策定に向けて、市民の視点から川崎の目指すべき方

向性を検討するため、主な政策分野ごとに議論を行ってきました。 

少子高齢化の進行や超高齢社会の到来などの社会環境の変化を踏まえ、財政状況が

厳しさを増す中でも持続可能な社会を構築していくためには、行政によるサービスの

提供に加えて、地域でお互い助け合う仕組みが必要となるということを基本認識とし、

各会議では、「自分・家庭でできること」、「地域でできること」、「行政が行うべきこ

と」などについて、活発な意見交換が行われました。 

本章では、「市民検討会議 意見まとめ」として、主な政策分野ごとに出された意見

のまとめと、各政策分野に共通して大切にすべきことを掲載しています。 

＜会議の開催経過＞ 

日 付 会議名 
検討テーマ 

（主な政策分野） 

平成26年 10月  4 日（土） 第１回全体会 
川崎の課題・魅力・ポテンシャル 
（今後の議論で大切にしたいポイント）

 11月  1 日（土） 第１部会 社会福祉 

 12月 25日（日） 第 2部会 子育て・教育 

平成27年 1月 25日（日） 第２回全体会 防災・コミュニティ 

 2 月  8 日（日） 第３部会 暮らし・交通 

 3 月  1 日（日） 第３回全体会 文化・スポーツ・都市イメージ 

 4 月 25日（土） 第４回全体会 市民検討会議 意見まとめ 

（開催予定） 7 月１２日（日） 第５回全体会 素案について 

※全体会はすべての委員が出席し、部会は所属する委員が出席して検討する会議です。 
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１．各政策分野に共通して大切にすべきこと 

市民検討会議では、「社会福祉」、「子育て・教育」、「防災・コミュニティ」、「暮らし・交通」、

「文化・スポーツ・都市イメージ」の５つの政策分野について議論してきました。それぞれの議

論を通して、各政策分野に共通して必要な視点であり、大切にすべきことについて、以下のよう

に意見をまとめました。 

（１）多様な主体間の連携と交流により地域の力を高める 

■多様な市民が参加する地域コミュニティの再生

 豊かな地域社会を実現するためには、多世代交流による高齢者の見守りや地域での子育て支援、

災害時の助け合い、参加と協働による身近なまちづくりなど、地域で市民が主体的な取組を行う

ことが重要です。年齢などの違いを越えて多様な市民の参加を促進するとともに、若手リーダー

の育成、組織や仕組みの改革を図ることなどにより、多様な市民が参加する地域コミュニティの

活力を再生することが必要です。 

■多世代交流の場づくり

 高齢者と子ども・若者をつなぐ世代を越えた関係づくりが必要であり、そのためには、多世代

が気軽に集まれ、交流・相談できる場を地域の中につくることが必要です。また、支援が必要な

人を地域で支えるためは、日頃からのコミュニケーションや地域での関係づくりを大切にすると

ともに、多様な市民が支え合うしくみづくりを行うことが必要です。 

■家庭・地域・行政の連携

家庭・地域・行政がそれぞれの役割を果たしながら、大学や民間の企業など多様な主体と連携

して取組を進めることが必要です。さらに、主体間の連携を進めるためには、各主体を結びつけ

るコーディネート機能が必要です。 

（２）効果的に情報発信し、市民がしっかり受け取る 

■効果的な情報提供

市民の主体的な取組を促し、多様な主体間の円滑な連携を図るためには、必要な人に必要な情報

を確実に届けることが重要です。インターネットなどを通じたオンラインでの情報発信とともに、

人と人とのつながりによるアナログな情報伝達など、多様な手段を用いて、届けるべき相手に確

実に情報が届くよう工夫することが必要です。 
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■効果やメリットの見える化でリアルに実感できる情報の提供

子どもへ働く喜びや意味を実感する機会を提供したり、地域における様々な活動へ参加すること

のメリットを分かりやすく伝えたりするなど、効果やメリットを見える化してリアルに実感でき

るようにすることが重要です。 

■情報を受け取る力と活用の強化

様々な主体が提供する情報が、共有され、地域の発展のために活かされるためには、市民をは

じめとした市内のすべての主体が、情報を受け取り、理解する力を持つ必要があります。また、

地域での様々な活動の活性化、市民自らによる新たな情報発信など、市民や団体、企業等が受け

取った情報を有効活用することが必要です。 

（３）地域の人材や資源を有効活用する 

 元気な高齢者のスキルや経験が発揮できる出番を地域で創出するとともに、文化・スポーツ・

産業など様々な分野で活躍する市内のプロ人材を活用するなど、地域人材を有効活用することが

必要です。また、市内の自然や既存の地域資源など、川崎のポテンシャルを最大限に活用しなが

ら、様々な取組を推進していくことが必要です。こうした取組により、他都市では真似のできな

い、川崎市ならではの魅力を創り出していくことが重要です。 
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２．社会福祉 

 ～超高齢社会においても生き生きと暮らし続けることができる地域の支え合い～ 

 平成 32(2020)年には、川崎市においても市民の21％以上が高齢者となる「超高齢社会」が

到来します。また、30年後には市民の３人に１人が高齢者となり、現役世代1.7 人で 1人を支

える社会が到来します。超高齢社会を迎えて、成熟化した社会の中で誰もが生きがいを持って幸

せに暮らしていくためには、地域でお互い助け合う仕組みが必要となります。 

「社会福祉」のテーマについては、ライフステージ別に「支援が必要な高齢者」、「元気な高齢

者」及び「これから高齢になる方」について、これから必要となる取組に関する議論を行い、以

下のように意見をまとめました。 

2-(1) 誰もが安心して暮らせるしくみづくり（支援が必要な高齢者） 

支援が必要になる前からの地域での関係づくり、日頃からのコミュニケーションづくり 

困っている人の情報が把握できないことが問題であり、挨拶や声掛けで地域での関係

をつくるとともに、気軽に集まれるところを地域につくることが重要です。（自助・共

助） 

地域で支え合うためには、介護が必要になる前から近所との関係づくりをすることが

重要であり、こうした観点からも、日頃から積極的にコミュニケーションをとること

が重要です。（自助・共助） 

家庭・地域・行政の連携による対策の推進 

家庭・地域・行政が連携し、高齢者への健康管理に係る啓発や、運動する機会の提供

など、病気や介護の予防・事前対策に取り組むことが重要です。（自助・共助・公助） 

届きやすい情報提供と地域でのコーディネート 

ボランティアや見守りをやってもよいという人は多いため、行政が活動への参加機会

に関する情報提供を行うとともに、地域でコーディネートする人材の育成が必要です。

（共助・公助） 

行政による支援は充実しているが、その情報が届いていない。届け方に工夫が必要で

す。（公助） 

高齢者自身が情報を知ろうとする意識を持つ 

高齢者自身が、元気なうちに介護や福祉の情報を知ろうとする意識が大切です。（自助） 

介護の専門人材を確保する仕組みづくり 
介護の専門性を高めようとする組織や個人に対する支援を行うなど、不足している介
護を担う専門人材を確保する仕組みづくりが必要です。（公助） 

キーワード：「情報の共有」、「人間関係」 

支援が必要になる前からの地域での関係づくりが重要であり、個人情報保護の壁があるから

こそ、日頃からのコミュニケーションが大切です。
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2-(2) 高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり（元気な高齢者） 

高齢者の出番づくり、高齢者のスキルや経験を発揮できる機会を地域で創出 

高齢者が参加したくなる仕組みづくりが重要であり、そのためには地域にコーディネ

ーターが必要です。地域にはいろいろなスキルや経験を持った高齢者がいるため、「地

域の便利屋集団」をつくることも考えられます。（共助・公助） 

役割や責任をもって生きがいを感じられるように高齢者の“出番”を作ることが大切

です。町内会など地域での活動や、ボランティア活動など、自分のスキルや経験を発

揮できる機会を創出する必要があります。（共助） 

世代を越えたナナメの関係、子ども・若者と高齢者のコミュニケーションの場づくり 

行政は交流の場ときっかけを提供し、あとは市民同士が連携することで、世代を越え

たナナメの関係、コミュニケーションの場を作り出していくことが重要です。（自助・

共助・公助） 

世代を越えて繋がりをつくることが大切です。保育園・幼稚園・学童ホールなどと、

老人施設を近い場所に置くなどが考えられます。（公助） 

子ども・若年層との交流促進が重要であり、小学生とさまざまな世代とのコラボや高

齢者と若者のシェアハウスなどが有効だと考えられます。（共助・公助） 

高齢者だけではなく、子どもや女性も集まる場が必要です。コミュニティキッチンな

どの気軽な多世代交流の場を作ることが考えられます。（共助・公助） 

高齢者が外に出て、交流するためのやる気を起こすしかけづくり 

高齢者が外に出て、交流することが元気の源になります。そのためのやる気を起こす

しかけづくりが必要です。活動への参加機会について、地域情報紙などによる発信を

強化したり、行政の業務の一部を高齢者に委託したりすることなどが考えられます。

（公助） 

キーワード：「出番」、「場づくり・きっかけづくり」 

主体はあくまで市民であり、出番をつくることが重要です。そのきっかけづくりは行政が行

う必要があります。
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2-(3) 超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり 

（これから高齢になる方） 

地域や大学などと連携した検診の促進 

日頃からの食生活の改善や運動とともに、検診を促進することが重要です。検診に足

が向かない高齢者がいるため、区民祭への検診コーナーの出店や大学と連携による出

張検診などが考えられます。（自助・共助） 

自然資源や関連施設を活用した交流・運動機会の拡大 

運動のきっかけづくりのために、生田緑地や多摩川など川崎市内の自然資源を活用し

たイベントを行うことが考えられます。また日常的な運動機会をつくるため、多摩川

に民間活用によるスポーツ拠点を設けることができるとよいです。（共助・公助） 

他地域との交流や施設の相互利用など、広域的な調整により、地域の資源を効果的に

活用して、高齢者の活動機会を質、量ともに拡大することも重要になります。（公助） 

民間も力を出しながら、高齢者やこれから高齢者になる方が地域に出ていくやる気

を引き出す 

日常的に地域に出ていく機会をつくることが必要です。例えば地元商店と連携して特

典を設けられるとよいです。（共助・公助） 

キーワード：「メリットと見える化」 

民間も力を出しながら、メリットを感じること、効果を見える化することが重要であり、高

齢者やこれから高齢者になる方のやる気を引き出すことが必要です。
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３．子育て・教育 

  ～次代を担う子どもを安心して育てることのできるまちづくり～ 

 全国的に少子化が進展する中で、川崎市の出生数は近年横ばい傾向にあるものの出生率は国

の平均より低い水準にとどまっており、子どもを産み育てやすい環境のさらなる充実や、地域

で子育てを支えるしくみづくりが求められています。また、学校教育においても、学校施設の

老朽化に適切に対応するなど、教育環境の充実を図りつつ、確かな学力と豊かな心の育成に向

けた教育が求められています。さらに、学校卒業後、進学も就職もしない若年無業者が社会問

題となる中で、若者の成長と自立を支援する取組の強化が求められています。 

「子育て・教育」のテーマについては、子どもの成長段階別に「主に就学前」、「主に学校教

育」及び「主に若者」について、これから必要となる取組に関する議論を行い、以下のように

意見をまとめました。 

3-(1) 子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり（主に就学前） 

保育の質を確保し、安心して育てられる不安のない保育環境の整備 

待機児童をゼロにすることは必要であるが、待機児童に関する情報提供、病児保育、

育児サポートなどの課題があるため、待機児童に対する不安をゼロにする、“実感ゼロ”

を目指すべきです。（行政） 

保育園が増えている中で、保育の質を確保し、安心して預けられる保育環境を整備す

ることが重要です。（地域／行政） 

家庭で教え、地域や多世代が「伴走型」で支える環境づくり 

家庭で大切なのは子どもの「伴走者」として教えることですが、家庭の力だけでは対

応が困難な場合、他者の支援によって子どものより豊かな成長が期待できる場合など、

状況に応じて地域・行政が支えていくことも重要です。（家庭／地域／行政） 

子育てをサポートしたいと思うベテラン世代もおり、こうした人材による相談窓口の

設置など、子育てを気軽に相談できるネットワークづくりが重要です。（地域／行政） 

核家族化が進む中で、子育て世帯と地域の人々が集い、交流できる場づくりなど、子

育て世帯を多世代で支える環境づくりが大切です。（家庭／地域／行政） 

安心・安全に楽しく遊べる遊び場づくり 

地域の公園や児童施設を活用し、地域の大人が関わるなど、幼児から中学生まで地域

の子どもたちみんなが安心・安全に楽しく遊べる場づくりが重要です。（地域／行政） 

川崎市として必要なサービスの見極めと財源の多元化 

周辺の自治体とサービスの違いがあり、川崎市として必要な福祉サービスを見極め、

その戦略について市民とのコミュニケーションが必要です。（家庭／地域／行政） 

税収や利用者負担以外のもの、たとえば保育園や公園のネーミングライツなどによっ

て財源を捻出するなど、子育てサービスを支える財源を多元化することが重要です。

（行政）   

キーワード：「伴走型子育て」 
子育ての環境や家庭は多様なため、画一的な価値観やサービスではなく、本人の立場に立ち、
それぞれの家庭の状況にあわせて「伴走」することが重要です。これは青年期の「独りにしな
い」にもつながる普遍的キーワードです。 
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3-(2) 夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く（主に学校教育） 

川崎市の資源や魅力を最大限に活かし、家庭・地域・行政が連携して、主体性・創造

性を育む環境づくり 

川崎市にはハイテク企業や文化芸術などの魅力的な資源がたくさんあるため、これら

を最大限に活かして、子どもたちが将来こうなりたい、こういう仕事に就きたいとい

うビジョンや希望を育む体験の場を提供することが重要です。（地域／学校・行政） 

子どもの主体性や創造性を養うことが大切であり、そのための余暇や遊びの時間を地

域で提供できるように、活動の支援や場の提供など行政がサポートしていくことが必

要です。（地域／学校・行政） 

子どもの好奇心・集中力を育てる交流・コミュニケーションを、家庭・地域・行政で

連携して支えていくことが重要です。（家庭／地域／学校・行政） 

地域の色々な人材が学校教育にかかわる機会づくり 

せめて小学校は「100％わかる」を目標にしたい。多様な子どもの状況に応じ、学力・

人間力の向上に向けて、地域・学校が一体となって取り組む必要があります。（地域／

学校・行政） 

学校だけでなく、地域でコミュニティスクールなどの場をつくり、プロ人材、地域の

高齢者、企業人、ボランティア等の地域のいろいろな人材が学校教育に関わる機会を

つくることが重要です。（家庭／地域／学校・行政） 

学力・人間力の向上と自尊心としつけを身につけるカリキュラム・学校運営の実現 

子どもが生きがいを持って生きていくためには、自尊心としつけを身につける学びを

中心においたカリキュラム・学校運営が重要です。（家庭／地域／学校・行政） 

先生が忙しく、授業準備以外にも書類整理やモンスターペアレントなどへの対応に追

われることも多く、自信をなくしがちなため、まずは先生に自信を持ってもらうこと

が大切です。（地域／学校・行政） 

キーワード：「場づくり」 

遊び場をつくる、大人がかかわる機会をつくる、ということにもつながります。地域に開か

れた学校運営も、１つの「場づくり」です。 
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3-(3) 若者が社会的に自立し、幸せに生きていくために（主に若者） 

多世代が交流し、気軽に集まり相談できるふるさとづくり 

学童ホールをはじめ、多世代が気軽に相談・交流し、職業体験など多機能に交流でき

る機会を創出するなどのふるさとづくりが大切です。（地域／行政） 

子どものころから働くよろこびや価値観をリアルに感じられる学びの機会づくり 

様々な職業の達人と話す機会や家庭で働く喜びを伝えるなど、働く価値観を子どもの

ときから考え、育成するしくみづくりが大切です。（家庭／地域／行政） 

働くよろこび・仕事に対するやりがいを見つける機会をつくるため、具体的な形で中

間就労の機会をつくるとともに、働くことをリアルに感じる情報提供や体験機会を教

育段階で多様に用意することが重要です。（家庭／地域／行政） 

多様な市民が支え合うコミュニティづくり 

多様な市民が支え合うコミュニティづくりに向けて、日常からコミュニケーションを

心がけることが重要です。（地域／行政） 

辛い状況にある人を独りにしないために、困難な状況にある若者を抱える家族を地域

で支え、独りにしないことが重要です。また、地域で引きこもっている若者が地域で

活躍できる場が必要です。（家庭／地域） 

家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組み、適切な役割分担で若者を支援するしく

みづくり 

家庭・地域・行政が負担を分担しながら、若者を取り巻く様々な局面をできるだけ広

くカバーし、一か所に集中しない取組が重要です。（家庭／地域／行政） 

「若者の自立」に家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組む必要があり、その財源

は国や市で役割分担することが必要です。（家庭／地域／行政） 

再チャレンジできる若者のキャリア支援・就職支援のしくみづくり 

困難を抱える若者が再チャレンジできるように、情報提供や職業訓練の機会提供、相

談やカウンセリングなどキャリア支援と情報提供が重要です。（行政） 

キーワード：「実感・リアル」 

「働くリアリティを感じる」とともに、「働くよろこび」に触れることが重要です。実感

することで教育の効果が高まり、就業意欲も高まります。  
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４．防災・コミュニティ ～災害から生命を守る地域の助け合い～ 

 今後 30 年間に震度６弱以上の首都直下型地震が発生する可能性が 70％程度と言われてい

るなど、巨大地震をはじめとした大規模な自然災害に備えることが重要な課題となっています。

このため、建物の耐震性、耐火性の向上による倒壊や延焼の防止、主要な道路や橋梁の耐震化、

下水道や遊水池などの治水施設の強化、避難所の整備など、災害に強い都市基盤の整備を進め

ることが求められています。また、市民一人ひとりの災害への備えと地域コミュニティにおけ

る防災訓練の充実、災害時に支援が必要な要援護者を地域で支えるしくみづくりなど、自助、

共助による災害に強い地域社会づくりが求められています。 

「防災・コミュニティ」については、「災害から地域を守る地域の助け合い」をテーマに、こ

れから必要となる取組に関する議論を行い、以下のように意見をまとめました。 

4-(1) 自分・家族でできること（自助） 

「自分の身は自分で守る」ための防災意識の向上や備蓄の推進 

防災グッズの用意や緊急連絡カードの準備など、自助としてモノ・情報などを備えてお

くことが重要です。 

各家庭で防災意識を高めてもらい、事前準備として備蓄や電源の確保、避難場所の確認

をしておくことで減災に取り組むことが必要です。 

まずは、「自分で自分の身を守る」ことが大切で、そのためには家具の固定や食料の備蓄、

水・燃料の確保が重要です。 

家庭での情報共有の促進 

事前に家族の集合場所や遠い親せきへの連絡の仕方等を含めて考えておくなど、「家庭の

中の情報共有」を促進する必要があります。 

（企業）川崎へ仕事で来ている人への防災対策の推進 

川崎区には住んでいる人の２倍の人が仕事で来ているので、帰宅困難となった人のため

に、市内企業に、事業所内で避難場所や必要な物資の備蓄を呼びかけるなど、震災時の

ビジネスマンへの対応を考慮することが必要です。 

キーワード： 「自ら守る」「備える」 

連絡場所・方法をあらかじめ決めておく、備蓄をしておくといった、各家庭でできる

ことをしっかり行う必要があります。 
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4-(2) 地域でできること（共助） 

地域とマンションの連携を含めた地域での情報共有・助け合いの体制づくり 

地域主体の体制づくりと備えが重要であり、そのためには地域におけるリーダーの育成

や災害弱者の支援や地域とマンションの連携のため、日頃からのコミュニケーションと

情報共有化を図る機会を持つことが必要です。 

普段から近所のコミュニケーションの取り方を工夫し、どこに誰がいるのかがわかるよ

うにしておくなど、「地域の中での情報共有」を促進する必要があります。地域での助け

合いが川崎市全体の助け合いに発展することを狙いとすべきです。 

若い人を巻き込み、リーダーを育成する町内会や自主防災組織の改革の推進 

町内会や自主防災組織は、高齢の方が中心となっているため、若い人を巻き込んで、その

人たちがリーダーシップを発揮できるような改革が必要です。 

中学生などを巻き込んだ防災訓練の実施 

日頃から地域にいる中学生なども巻き込んだ防災訓練などを実施しておくことが重要で

す。  

地域資源を活用した地域の防災拠点づくり 

学校よりも柔軟性のある学童保育の場を防災拠点として活用するなど、地域資源を活用し

た地域の取組を促進すべきです。 

キーワード：「若手」「リーダー」「改革」 

 「若手」には中学生も含みます。「リーダー」をつくらねばならず、地域の組織やしくみ、

人間関係を変えていく「改革」が大きなテーマとなります。  
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4-(3) 行政がすべきこと（公助） 

市民と市の連携による、多様なケースに応じた「市民に届く情報」の整備と普及 

市民と市の連携による情報の整備と普及を図り、多様なケースを想定した情報を整備し、

それを必要とする人に情報が伝わるようにすることが重要です。 

市役所から防災に関するパンフレットが配布されていますが、コミュニティのリーダーを

通して概要コピーを各戸に配布するなど、コミュニティの協力を得ればコストを抑えられ

ます。 

津波対策を含めた適切な避難所と避難ルートの確保 

災害危険場所を決めて、津波に備えて標高を考えて避難場所をつくっておくことや、逃

げている最中での誘導方法の確認しておくなど、適切な避難所とルートの確保が重要で

す。 

避難所の整備、物資の備蓄、情報共有のインフラの確立など、緊急時や災害時の整備を

推進すべきです。 

インターネットなどを活用した情報提供体制の整備と、アナログ・オフラインでの情報提

供体制の整備 

インターネットなどを活用し、若い人などにも災害情報が届くようにするとともに、高

齢者などに情報を届ける仕組みを用意しておくことも必要です。特に災害発生後はオフ

ラインでの情報発信が非常に重要となり、隣近所のネットワークや人のつながり・助け

合いが重要となります。 

キーワード：「届ける」「普及」「アナログ」 

情報を発信していても、届かなければ意味がありません。また、ネット社会だからこそ、日

頃の人間関係が重要であり、オフラインでもきちんと情報が届くしくみが重要です。 
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５．暮らし・交通 ～快適で利便性が高く、暮らしやすいまちづくり～ 

 本市は、東京に隣接し、地理的優位性が高く、道路や鉄道等の広域交通ネットワークが充実

しており、都市計画道路等の事業進捗により、渋滞等の交通課題は改善傾向にあります。しか

し今後、超高齢社会を迎える中で、誰もが安全に安心して移動できる交通環境の整備が求めら

れており、特に、高齢者の移動を支える路線バスをはじめとした地域交通や自転車の適正利用

も含めた歩行者の安全性、快適性の維持・向上が重要な課題となっています。また、高齢の夫

婦や単身者のみの世帯が広い住宅に住み、家族数が多い子育て世帯が狭い住宅に住んでいると

いう住宅のミスマッチの解消や公園緑地の適切な管理・利用など、身近な居住環境を維持・改

善していくことが求められています。 

「暮らし・交通」については、「超高齢社会における地域交通のあり方」、「少子高齢社会にお

ける地域居住のあるべき姿とは」について、これから必要となる取組に関する議論を行い、以

下のように意見をまとめました。 

5-(1) 超高齢社会に向けた地域交通のあるべき姿とは 

地域特性に応じた地域交通基盤の整備とルール・マナーの遵守 

地形、年齢などの住民の属性、住宅地やビジネス街といった街の性格など、地域特性に合

わせた交通基盤の整備を推進することが重要です。 

道路交通法を踏まえたルール・マナーを遵守することが重要です。 

家庭・地域・行政が連携した自転車利用のルール・マナーの啓発及び意識向上 

学校教育や地域活動の場を活用し、家庭・地域・行政が連携して自転車利用のルール・マ

ナーを啓発することが重要です。 

特に高齢者や子育て世帯（２人・３人乗り、電動自転車）、若者への講習を地域で実施す

るなど、普及啓発によって自転車マナー・意識向上を図ることが重要です。 

誰もが安全に移動できる自転車利用環境の整備 

自転車レーンの整備に向けては、比較的安価で、短期間で整備できる車道への青色ペイン

ト等、できることから取組を進めることが必要です。 

歩行者・自転車・自動車の位置を区分するなど誰もが安全に移動できるハード整備を推進

することが必要です。 

地域・企業・行政の支援と自らの意識を高めるウォーキングの推奨 

環境にやさしく、自らの健康寿命を伸ばすウォーキングを推進する必要があります。 

具体的には、企業による徒歩通勤支援、地域ぐるみの取組及び行政による歩道整備等の連

携によりウォーキングを推奨することが必要です。 
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路線バスの柔軟な運営などによる適切で効率的な地域交通手段の確保 

マイカーや企業バスを活用した地域での乗合を推進し、高齢者等の移動ニーズにきめ細か

く対応することが必要です。 

コミュニティ交通は、収益性も考え、最適な手段を選び活性化すべきですが、タクシー、

企業協賛等、様々な方法を幅広く検討する必要があります。 

路線バスの乗換えをフリーにしたり、大型病院を拠点にしたりするオンデマンド化の推進

が必要です。 

路線バスの利便性向上については、高低差に配慮しながら、より使いやすくする必要があ

ります。 

場所のシェア、カーシェア等の「シェア」による有効活用 

低未利用地や遊休地を活用し、買物駐輪場やカーシェア拠点として時間帯でのシェアを行

うことが重要です。 

ショッピングバス車両のシェアによりバス交通の収益を改善させるなどの工夫が必要で

す。 

プライオリティを明確化した道路整備の推進 

道路整備については、市民の安全と利便性が向上するプライオリティの高いものから進め

る必要があります。 
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5-(2) 少子高齢社会における地域居住のあるべき姿とは 

子育て世帯などが住み続けたくなる魅力づくり 

税金をたくさん納めてくれるような世帯や子育て世帯を誘致し、定着してもらうしくみを

考えることが必要です。 

医療サービスを充実させ、商業・文化・コミュニケーションの場が充実していることを活

かすなど、川崎市に住み続けたくなる魅力づくりを進めることが必要です。 

高齢者が住み続けられるセーフティーネットとしての居住環境の提供 

高齢者向けグループホームや市営住宅等によるセーフティーネットとしての住宅・施設の

提供が求められます。 

ゆるやかなネットワークづくりによる一人暮らし・孤立のない地域づくり 

なるべく一人暮らしで孤立化をしないように、日頃から声かけや挨拶の励行、参加しやす

いイベントの開催など、ゆるやかなネットワークをつくり、災害時なども対応できるよう

にすることが必要です。 

地域で多世代が交流・同居できるしくみづくり 

高齢者と若者のシェアハウスや、保育園と高齢福祉施設の複合化など、地域で多世代が交

流・居住できるしくみを整備することが必要です。 

保育・学童ホール・高齢者施設をミックスした、多世代が交流できる場づくりが重要です。 

親子や親戚が同居するための改修や、高齢者同士が同居するグループホームの整備を促進

することが重要です。 

ライフステージに合わせた住み替え・改修、等価交換による住み替えの促進 

既存の団地や空き家を有効活用し、バリアフリー改修や住み替えを促進することが重要で

す。  

ライフステージに合わせた住み替えができるよう、民間と連携し、賃貸住宅も活用しなが

ら居住の流動性を高めることが重要です。 

等価交換によって川崎市内で住み替えができるような公共によるしくみづくりが重要で

す。 

公園の多機能化や地域での自主管理の推進 

公園など人が集まりやすい場所を多機能化したり、地域での自主管理を推進したりするこ

とが重要です。 

２０年後、３０年後の長期を展望した施設計画の推進 

人口が増加している現状への対応だけでなく、２０年後、３０年後を意識し、施設の「転

用」を前提に、まちの成長期から成熟期までを計画段階から意識して整備することが重要

です。 
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キーワード：「長期展望」「ライフステージ」 

２０年後、３０年後を意識したまちづくりが重要です。都市構造や交通体系のみならず、例

えば公共施設の計画においても、人口が増加している今だけを考えるのではなく、将来高齢者

が増えたときに施設を転用するなど、長期展望を意識すべきです。また住まいも長期的に捉え

ると、ライフステージに合わせた住み替えということが重要となります。  

キーワード：「シェア」「交換」 

住宅だけでなく施設や公園を始めとした場所のシェア、さらにカーシェアリングといった「シ

ェア」というキーワードと、住まいの等価交換といった「交換」というキーワードです。税金

を使って何かやるのではなく、ニーズが同じものは「シェア」し、異なるものは「交換」する

というように、両者はつながる概念です。  

キーワード：「プライオリティ」 

全般的に公助に対する意見が多かったのですが、財政状況が厳しい中であり、プライオリテ

ィ（優先順位）をつけることが不可欠となります。 

キーワード：「マナー」「意識向上」 

自助及び共助、さらに公助においても重要な概念です。セーフティーネットや安全にも関わ

りがあるキーワードです。  
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６．文化・スポーツ・都市イメージ 

 ～文化・スポーツなど川崎の魅力を活かしたシティプロモーション～ 

定住人口、交流人口の増加などによる持続的な発展に向けて、都市イメージ向上の重要性が

高まっていますが、川崎市のイメージを色で言うと灰色が市外の居住者では約３割、市民でも

約２割を占めるなど、川崎市の都市ブランドの確立に向けては課題があり、市の魅力を内外に

十分にＰＲし、正当な評価を得るための取組を進める必要があります。こうした観点から、川

崎市では新たに「川崎市シティプロモーション戦略プラン」を策定し、本市のイメージ向上に

向けた取組を一層強化していきます。 

「文化・スポーツ・都市イメージ」については、「文化・スポーツなど川崎の魅力を活かした

シティプロモーション」をテーマに、これから必要となる取組に関する議論を行い、以下のよ

うに意見をまとめました。 

6-(1) 川崎の魅力を発掘・活用する 

川崎の魅力を活かした「キラキラ感」  

ゆるキャラや著名人など、市のイメージキャラクターを発掘・活用することが重要です。

さらに、シティカラーを今の灰色から明るい色にイメージ転換したり、市のマークの民間

活用を促進したりすることで、都市イメージの向上を図ることが重要です。  

音楽フェスティバル、スポーツなどで、自然を活用したイベントを開催するとともに、そ

の中で子どもたちを巻き込んだ環境学習を進めていくことが重要です。 

全体を通して、川崎に住みたくなるような地域イメージの確立が課題で、「若者の夢」や

「キラキラ感」が感じられ、みんなが川崎に来たくなるようなイメージを持ってもらうこ

とを目標にすることが大切です。  

既にある川崎の魅力のさらなる磨き上げ・活用  

川崎に既にある資源・魅力を活かすことが重要で、例えば大学を含めた音楽、スポーツ、

環境技術や産業集積、エネルギーの取組への市民の積極性などがあります。さらに魅力を

高めるためには、健康プログラムや美化の推進など、様々な改善点が考えられます。  

先端企業とのコラボレーションによる新たな魅力の創造  

先端企業とコラボレーションしたり、大学と連携したりすることで、子どもが参加できる

イベントを開催することが重要です。  

企業の社会貢献による地域の人材育成の推進  

企業の協力を得て、ＣＳＲ・社会貢献活動として、地域の次世代の人材育成を図っていく

こともよい手立てと考えられます。 

アマチュアの活動の活性化による文化・スポーツの振興  

文化・スポーツなどの分野でいろいろなスキルを持ったアマチュアの人の活動を活性化す

るために、市内の公共施設を開放することも考えられます。また、企業にも協力してもら

い、企業の施設利用や協賛などを得ることも必要です。  
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6-(2) 川崎の魅力を発信・ＰＲする 

「断トツ」のイメージづくり 

川崎のイメージを上げるためには、国内的にも、世界的にも、産業・研究開発、文化・ス

ポーツの各分野で、「断トツ」のものをつくり上げることが必要です。各地域の資源・リ

ソースや人材を活かして、今までの公害のマイナスイメージを払しょくしながら、他都市

との差別化を図っていくことが重要です。  

研究開発の特区を集約化・代表化し、世界的にも注目されるようなテーマを発掘し、「川

崎モデル」として全国に先駆けてつくることで、注目を集めることができます。 

海外や国内の他都市との差別化につなげるＰＲ力の向上  

ホームステイ等の受け入れを促進したり、パラリンピックを契機に障害者・高齢者スポー

ツの振興やバリアフリー環境の整備を推進したりすることで、海外や他都市に川崎をアピ

ールすることが重要です。 

スポーツや文化等さまざまな分野の全国大会を川崎に誘致して、全国から川崎に足を運ん

でもらうようにすることも検討すべきです。 

川崎の魅力について、それぞれのライフステージにおける魅力は何か、世界で戦えるレベ

ルの魅力は何か、といった観点で捉えなおすことが重要です。  

民間との連携による情報発信の推進  

情報発信については、キャッチコピーなどはプロが入らなければよいものはできません。

民間のプロと連携した情報発信を推進し、例えば観光であればツアーをモデル化・パッケ

ージ化して売り込むことなどが考えられます。 

情報を「伝える力」と「受け取る力」の向上促進 

PR 力を高め、伝える力を持つことが重要です。PR する場合、グローバルに海外に対し

ては他都市と連携して取り組む一方、国内に対しては他都市と差別化するなど、連携と差

別化の両方が必要です。またマスメディア向けの取組や、PR 戦略としてターゲット・コ

ンテンツ・媒体という視点も重要です。 

市民が情報を受け取る力を持つことも重要で、その意識を育てるためにもマスメディアな

どで川崎の魅力を伝えていくことは有効です。  
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キーワード：「ＰＲ力」「受け取る力」 

ＰＲ力は発信の側にありますが、むしろ他の地域の魅力なども受け取り、川崎の魅力として

取り込んでいく力を持つことが重要となります。市としての「受け取る力」のほか、市民とし

ての「受け取る力」とも捉えることができ、汎用性のあるキーワードとなります。 

キーワード：「コラボ」「パッケージ」 

行政、民間がやるべきことを区別なくつなげていき、あるいはパッケージ化することで、個々

の魅力が２倍、３倍になっていく発想は重要です。 

キーワード：「断トツ」 

「断トツ」というのは、川崎においていろいろな分野で活躍している人を活かしていくこと

です。他都市でも、あるいは海外でも、マネのできない「断トツ」のものをつくるということ

は非常に大事なことです。

キーワード：「キラキラ感」  

何が「キラキラ感」なのかを明確にするために、「キラキラ感」のある魅力を発掘して発信す

ることが重要となります。 
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第２ 章 各テーマにおけるグループディスカッションの意見一覧

 本章では、各会議のグループディスカッションにおいて出された意見やアイディアをすべて掲載

しています。 

第１部会【社会福祉】における意見一覧 

《グループディスカッションでの意見》

区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

支
援
が
必
要
な
高
齢
者

困っている人の情報

が把握できていな

い。 

・困っている人の情報も知ることが大事（個人情報保護法がネック） 

・できることは地域の中で改善・対処する。 

・集合住宅居住者への対応が必要 

 ●  

あいさつ・声がけ ・近所づきあいによる高齢者の居住情報の把握が大切 

・あいさつが大事 

・ゴミ出し、買い物など簡単に手伝えることを手伝う。 

・ひと声かけることで情報を知ることができる。 

・「あいさつ＋ひとこと」が関係づくりにつながる。 

● ●  

地域を知る。 ・趣味などのやりたいことを増やす。 

・自分の地域を知る。 
●   

気楽に集まれるとこ

ろ 

・「いこいの家」は入りづらい。（ネーミングがよくない。） 

・地域包括支援センターは中学校区で広すぎる。 

・住んでいる地域に気楽に集まれる場所があるといい。 

・多世代が入りやすい場所をつくる。 

・商店街の空き店舗を活用する。 

・コミュニティカフェをつくる。 

・公園・公民館・図書館を活用する 

・公共施設を気軽に多目的利用できるとよい。 

 ● ● 

介護が必要になる前

からの人間関係づく

り 

・介護が必要になる以前に人間関係をつくることが重要 

・ボランティア活動への参加 

・町内会のコミュニケーションが大切 

・自治会活動の活性化に寄与すべき。 

・「近所」＝「近助」（近くで助ける関係）を築く。 

・要支援者が参加しやすいイベントの実施 

 ●   

地域で支え合う当た

り前 

・要介護者で一人暮らしの方を共助で支える。 

・日中に自宅にいる人たちがお互い様の関係で支え合うこと、地域で見守り

連絡し合うことが大切（例：認知症の方） 

 ●  

 ・家族間で連絡を取り合い、何かあった場合の対策方法を決めておく。 

・病気予防・介護予防のために、健康的な生活を送る。 
●   

家族・地域・行政の

連携 

・家族・地域・行政の連携・協働で実行されるべきことも多い。 

・医療・介護のネットワークが必要 

・自宅での介護には限界がある。 

・コスト削減、情報システムの効率化 

・自宅で介護、自宅で最期なら、そのシステムづくりが必要 

・利用しやすい医療体制の整備 

・予防・介護対策が重要。コスト削減にもつながる。 

● ● ● 

支える側のサポート

の充実 

・自助は十分にやっている。要介護者には介護者が必ずいる。（一人暮らし

の場合それは誰か。） 

・自助は皆良くやっている。 

 ● ● 

地域のコーディネー

ト力の育成 

・地域のコーディネート力を養成する。 
  ● ● 
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

支
援
が
必
要
な
高
齢
者

ボランティア情報の

提供 

・ボランティアや見守りをやってもよいという人は多い。 

・ボランティア情報の提供・共有 

・ボランティアを募る。 

● ● 

支援が必要な人の情

報 

・家族が倒れないために地域包括支援センターに関わってもらう。 

・悩みを相談できる相手、場所をつくる。 

・行政事務の一部を地域に移管する。 

● ● 

情報共有の仕組み ・必要な情報を地域で共有する。 

・地元の支え、支援が必要な人の情報を開示する。（症状、してほしいこと） 

・要支援者のＭＡＰをつくる。 

・支える気持ちはあるけど、「誰を」が分からない。 

・行政が情報を提供してもいいのではないか。 

・情報提供のタイミング（時期）も大切 

  ● ● 

発信力が弱い。 ・良い施設がありながら知られていない。 

・高齢者に届きやすいＰＲを。 
  ● 

日常的に目にふれる

ＰＲ 

・日常的に目につく場所でのＰＲを行うべき。 
  ● 

世代を超えて情報を

クロスさせる 

・学校などを通じて、子どもから家族に伝えてもらうとよい。 
  ● 

必要な情報を知る意

識を持つ。 

・仕組みが知られていない。 

・知ろうという意識がない。 

・介護の情報を健康なうちに知ることができるようにする。 

・でも、元気な人の心にそういう情報は届かない。 

●     

介護を担う専門人材

の充実 

・介護人材、リソース確保の仕組みづくり 

・介護人材が足りない。（給料がよくない。） 

・川崎は23区と住環境は変わらないのに住コストは安い。 

・介護人材（になりうる人）が集まらないのは、川崎の良さが知られていな

いからではないか。もっとＰＲすべき。 

    ● 

元
気
な
高
齢
者

高齢者が参加したく

なる仕組みづくり 

・元気な高齢者が参加できる仕組みは今もたくさんある。参加意識を高める

ためにどうするか。 
● ●

コーディネーターが

必要 

・民生委員の役割・負担が重すぎる。 

・情報を住民に伝達し、家族・地域・行政の連携で具体的なアクションに結

びつけるコーディネーターが必要。このコーディネーターを行政が任命

し、行政の業務も一部を委嘱するとよい。 

・行政情報を一元化して伝えて欲しい。（行政による認定） 

・町内会・自治会活動が閉鎖的 

● ●

地域の便利屋集団 

地域シルバー人材セ

ンターの設置 

・見守りボランティア、交通安全ボランティアなど元気で意欲のある方を活

用すべき。 

・働く場がある限り働いてもらう。 

・役割を担ってもらう。 

・地域の便利屋集団、リーダーになってもらう。 

・シルバー人材センターを各区・地域ごとに設置するとよい。 

● ●

出番をつくる。 ・シニアプロボノ登録制度があるとよい。（プロボノ：専門的知識やスキル

を生かした社会貢献） 

・場ときっかけがあれば活動は市民が主体的にできる。 

・高齢者が自分の経験やスキルを伝承する会を開催する。 

● ●

地縁組織の活性化 ・ボランティア活動へ参加しやすい仕組みづくり 

・町内会を活性化させる必要がある。 

・地域における運動イベント（ジョギング、太極拳など）を開催する。 

・仲間づくりが重要 

・上手くなじめない男性へのケアが必要 

●

高齢者自身が地域に

出てゆく。 

・生き生きと暮らすには何か責任、役に立っているという実感が必要 

・地域に貢献する。（役割と責任） 

・高齢者が必要とされ求められる人となるように。（生きがいを感じる。） 

・高齢者として自分は今何ができるか。何をしたいか。 

●
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

元
気
な
高
齢
者

きっかけづくりと場

の提供 

・行政は交流の場ときっかけをつくるだけで良い。 

・高齢者地域デビューセミナー（ななめの関係づくり）・公園体操・入試・

寺子屋・仕事・子育て支援といったきっかけをつくり、場を提供する。 

・高齢者が地域のために活動するお墨つきときっかけをつくる。 

● ●

ナナメの関係、コミ

ュニケーションの場 

・これからの世代をより多く定着させる。 

・参加は登録制にする。 

・付き添い人も障がいのある方、病状にあわせたケアを。 

・河原町団地の改善が必要 

・コミュニティコーディネーターが必要 

・コミュニティ活動の会場費（駅、空き家）などは行政負担で。 

・「高齢者」という呼び方を変える。（カッコイイ名前にする。） 

● ● 

高齢者が働く場づく

り 

・高齢者への仕事のニーズを提示してもらう。 

・高齢者の働ける機会の創出 

・高齢者にインセンティブを与え、高齢者のチャンスをつくる。 

民 間 

 ・若い人が年金を心配しているのではないか。川崎は福祉が充実しているこ

とをアピールすべき。 
  ● 

多世代交流の場づく

り 

・多世代がつながる場を用意する。17～21時に開放して保育・学童・大人

など多世代の方が交流できるようにするとよい。（異文化交流） 

・保育園・幼稚園との老人施設のジョイント（交流） 

・子どもとのコミュニケーションの機会をつくる。 

 ● ●

交流する・外に出る。 ・交流することが元気の源になる。 

・身内の者が高齢を迎えた時に身内で温かく見守る。 

・ケースワーカーではなく、介護施設ではなく、自宅で見守っていく。 

●

すそ野を広げる。 

やる気を起こす仕掛

け 

・ボランティアポイントの導入 

・ボランティア新聞を作って募集する。 

・タウンニュースも活用して発信する。 

・行政の業務の一部を元気な高齢者に委嘱する。（有償でも可） 

  ● 

こ
れ
か
ら
高
齢
に
な
る
方

食生活改善 ・食生活等の改善へ導く。 

・食生活に気をつける。（魚中心にする。） 
●

運動 ・自らが体を動かそうとすることへの後押しがあるとよい。 ●

健康づくり 

検診の促進 

・自分と家族の健康に気をつけましょう。 

・検診の推進意識を持つ。 

・社員の健康づくりの促進も必要 

・認知症の予防が重要（体操等） 

・区民祭などへの検診の出店があるとよい。 

・検診に足が向かない高齢者がいる。 

・大学などとの連携による出張検診ができるとよい。 

● ●

子ども・若年層との

交流 

・高齢者と若年層とのシェアハウスの拡大 

・小学生とのコラボレーション 

・地域の見守りをする。 

● ●

地域に出ていく機会

をつくる。 

・地元の商店がお買いもの特典カードを作成する。（メリット） 

・○○歳になったら特典カードを送付する。 

・買いものに出かけることでも、歩く必然、人と会話する機会が生じる。 

・高齢者への特典・メリットのある社会（老人向けサービス） 

● ● ● 

多世代交流の機会づ

くり 

・集めるのではなく、集まるような魅力的な場づくり 

・気軽に立ち寄れる場をつくる。 

・主婦が減少しているので、コミュニティキッチンにより食育も充実（対

象：子ども、働き世代、シニア） 

・資格がなくてもできる範囲でのシニアによる子育て支援 

・高齢者だけではなく子どもも女性も。 

●
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

こ
れ
か
ら
高
齢
に
な
る
方

運動のきっかけづく

り 

〈イベント〉 

・イベントによる常に運動する習慣づくり 

・川崎マラソンを開催する。 

・マスターズ大会によって動機づけ 

〈日常的な運動の機会をつくる。〉 

・認知症予防方法（訓練）を広める。 

・多摩川に民間活用によるスポーツ拠点を設けられるとよい。 

● ●

教育の場を通じた多

世代のコミュニケー

ションの機会づくり 

・小・中学校などで教育面でも高齢者が参加する。（老人の見守りにもなる。） 

・高齢者を大切にし、敬う習慣（文化）を醸成するべき。 ●

広域的な調整等（他の

地域との交流促進・介

護施設の有効活用）

・他の地域との交流促進・介護施設を有効活用すべき。 

・ケースワーカー、介護施設などの有効利用がされているか疑問がある。（都

市部で） 

●

メリットづくり、見

える化 

・介護しない介護法の確立が必要 

・メタボリック指標によるポイント制などで動機づけ 

・高齢者でも働ける場（心身の健康） 

・健康度認定を行う。 

 民 間  

《意見シートでの意見》

・家族･自分、地域、行政が単独で行うだけでなく、それぞれがシームレスに連携することが重要。 

・情報を確実に市民に伝えて具体的なアクションを促すことが重要。また、家族･自分、地域、行政を結びつけるコーディネーター

を増やすため、市がコーディネーターの認定を行うことが必要。 

・財政負担軽減のためには、「対策」以上に「予防･保守」が重要。予防･保守的な対策として、介護･医療 情報ネットワークシステ

ムのモデルを構築し、情報の共有化、重複回避によるコスト削減を図ることも一例である。 

・自治会、町内会、民生委員がもっと効果的･効率的に動き、より多くの人が参加するために、地域への分権を本格的に進めること

を考えてほしい。 

・高齢者は頼られると力を出すので良い意味でもっと利用すべき。 

・高齢者福祉の仕組みは素晴らしい。これからは健康度upと認知症などの予防策を考えることが必要。 

・《支援が必要な高齢者について、家族や自分にできること》自分もいつか認知症になり、介護が必要になるかもしれない。もし

なったら周りの人に求めることは何かと想像してみる。自分の希望を家族に伝えておく。家族の希望も聞いておく。（要介護状態

になっても自宅で過ごしたい、エンディングノート、遺言等） 

・《支援が必要な高齢者について、行政が担うべきこと》給付の適正さを確保する必要がある（市民が納める保険料は適正に使わ

れているか、指導検査、ケアプランチェック等） 

・《元気な高齢者について、地域が力を合わせて実現できること》地域活動内での男女共同参画を進める。例えば、会社での役職

を持ち出して男性は地域でも役職につき、実作業は女性が行うなど。行政が担うべきことにもなりますが、シニアデビュー講座

等で、会社では偉かったかもしれないけれども、地域ではいちからのスタートですよ、と教えてくれるところがあるとよいなと

思います。） 

・《元気な高齢者について、行政が担うべきこと》人材バンク（「11 月版多摩区版広報で、市民活動人材情報の登録制度が始まる

ことを知った。市民検討会のように無作為抽出で募る、申込書を広報に折り込む、情報が常時受付・更新され、ホームページ、

区役所や回覧板等で紙媒体でも見られるとよいと思います。） 

・《高齢者福祉について、行政が担うべきこと》委託できる業務は委託し（市民団体、シルバー、福祉作業所、民間企業等）、今後

増える地域包括ケアシステムの構築に向けた業務に特化するべき。 



28 

第２部会【子育て・教育】における意見一覧 

区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

主
に
就
学
前

待機児童 ・待機児童の情報をリアルタイムで公開すべき（待機児童数、施設状況等） 

・待機児童ゼロの先のケアが重要 

・保育所入所条件、ポイントの見直しをすべき（兄弟、親戚、時短等） 

・保育園と幼稚園でもしっかりしつけをしてほしい。 

●

保育環境（施設・人

材） 

・子育て家庭に対する企業の支援が必要 

・支援しやすい業態や、支援に積極的な企業を誘致・支援する。 

・民間保育士の雇用条件の改善が必要 

・保育所の設置環境の改善が必要 

・民営化に伴う保育士の資質の向上が必要（若い保育士） 

・保育サービスにスポンサーをつける。（ネーミングライツ） 

・子育て、教育関係の公共施設のネーミングライツを売って財源とする。 

● ●

民間も 

しつけ・体験、親子

のコミュニケーショ

ン 

・しつけは家庭でできる。（親が見本をやってみせて教える。） 

・親子で色々な体験を一緒にやる。（一緒に出掛ける、料理、掃除 etc.） 

・何でも話せる親子関係をつくる。 

・子どもの伴走者になる。 

●

食育・お金の使い方 ・小学生の頃から正しいお金の使い方を教える。 

・子どもの健康・食育に気をつける。 
●

親同士のつながりづ

くり 

・親同士のつながり、ママ友の情報交換を大事に。 

・親同士の交流の場づくり、機会づくり 
●

育児サポート ・育児サポートの「安価な場の提供」「情報の公開/共有」「サポートママの 

認可」 

・子育てサポートの認知度をあげる。 

・ホームページをもっと活用する。 

●

病児・医療 ・困っている人に集中的に支援を。（ちょっとした病気での医療に支援はい

らない。） 

・病児ケア、父親が休んでケアできる環境づくり、ベテラン先輩に学ぶネッ

トワークづくり 

・子育ての相談や、保育サポートママ等の制度が重要。（一時的な病児ケア、

あずかり etc.） 

● ●

子どもとのコミュニ

ケーションの機会を 

・家族で一緒にみるTV番組などもコミュニケーションの機会になる。 
●

多様な働き方を可能に ・夫の育休取得、在宅勤務への切り替え ●

地域のコミュニケー

ション up で安全・

安心な地域をつくる 

・自治会等で声掛けの近所回りを定期的に行う。 

● ●

子育てを「孤独な育

て」にしない場づく

りを。 

・ママ友づきあいの悩みなど、人に言えない悩みの相談の場も必要 

・子育てを支える地域の人々の参画を増やす。 

・子育てサロンの場を増やす。 

● ●

多世代交流、イベン

ト 

・お年寄りの話を聞けるイベントづくり（昔話） 

・親子で参加できるイベントづくり（共働き家庭のコミュニケーション） 

・子育て経験の多世代交流 

● ●

地域でのサポート ・困ったときの地域のサポート 

・子育て中のお母さん、お父さんが悩みを相談できる場所があるとよい。 
● ●

民間の活用・民間へ

の啓発 

・市民・民間の取組（施設・人材）を行政が活用する。 

・企業への育児支援の推進（条例or 助成金・法人税減税） 

・働きながら子育てできる環境づくり・職場づくり 

・保育は職場側の配慮も必要 

●

遊びの場 ・子どもが行きたくなるような楽しい場所が近くにあるとよい。 

・友達とゲームや遊びができる環境づくり 

・遊びの豊かな教育をする。 

● ●

場の活用 ・場としての学校を活用する。 ●
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

主
に
学
校
教
育

“小児医療費”、”

保育サービス”を周

辺自治体並に？⇔メ

リハリを出してい

く？ 

・小児医療費：東京の充実した助成に比べて（中学まで）、川崎は見劣りが

する。（対象年齢引上げるべきではないか） 

・福祉はメリハリが必要。現在の資源配分には疑問がある。 

・定期健康診断のお知らせ（インフルエンザ）などの情報提供が不十分 

●

ビジョン・希望 

＜川崎・仕事の魅力

を伝える＞ 

・目標（希望）を持たせるために、なりたい職業の体験をする。（地域企業

との連携） 

・ハイテク企業と連携し、商店街と協力する。 

・川崎の産業や技術力を教える（教育で夢や希望を伝える。） 

・人生のビジョンを知る・考える・体験する機会をつくる。（企業連携） 

・東京オリンピックに向けてスポーツで夢や希望を伝える。 

・「音楽のまち かわさき」なのだから、音楽で夢や希望を伝える。 

・民間人材（産業・音楽・研究）から経験談・刺激を貰う。 

・民間で成功した人を招いて話を聞く時間を作る。 

● ●

ビジョン・希望 

＜教育の選択肢＞ 

・学力・成績でなく、主体性・自尊心・希望を育てる教育 

・受験にとらわれない教育選択肢の提供 

・中高一貫校の目指すところは何か。公立中学のあり方を考えるべき。 

・奨学金制度の緩和 

●

休み遊びの活用 ・子どもの長期休みのサポート。子どもが夏休み中の共働き世帯に対して、

わくわくプラザだけではケアが不足している。 

・小学校高学年の長期休暇中の受け皿がない、塾しかない。 

● ●

公園・学校などの場

の活用 

・学校でイベントを開く。 

・夏休み水泳教育を行う。 

・学校でボールを使えるようにする。 

・小学校の活用、週末はスポーツ少年団に専有されている。 

・遊び方（ゲーム以外）を教え、楽しさを体験する場を提供する。（夏休み

の寺子屋等） 

・学力・体力を養う「行き場」づくりが必要。 

● ●

好奇心・集中力を育

てる 

・好奇心を育てる。 

・集中力を育てる。 

・何事にも好奇心を持たせる。 

・子どもの「なぜ？」「どうして？」にじっくりと付き合う。 

●

コミュニケーション ・親子でのコミュニケーションを大切にする。 

・コミュニケーション能力を育てる。 
●

子どもの交流 ・親が子どもの交流を支える。 

・子ども同士が交流できる環境をつくる。 

・ゲーム、ライン等の時間を決める。（約束させる。） 

● ●

働く理由に応じた支

援 

・子育てしながら女性が働くのは仕事が好きだからか、経済的理由か。 

・それによって支援の方法が違う。 
● ● ●

複合化 ・長期的な観点による複合施設化（保育～小中学～介護） ●

働く姿を見せる ・両親・親戚の職場を見学・体験する。 ● ● ●

学校の勉強だけじゃ

ない。 

・子どもの興味の先を学べる場を育む。（勉強も含む。） 

・授業がわかることが大切。自信を持たせる教育を目指すべき。 

・自信や自尊心は大切。（アメとムチも必要か。） 

● ● ●

大人が学校教育に携

わる機会づくり 

・ボランティアを教育に取り入れる。 

・本物に触れる機会を増やす。（プロフェッショナルとの交流など） 

・世代を超えた交流から興味や考え方を学ぶことで、自分で考える能力が育

つ。 

・学校における「自尊心育成」「企業教育体験」「福祉施設での奉仕活動」 

● ●

興味・関心を持つ機

会を。 

・才能をもつ地域の高齢者を活用する。 

・企業人を教育に活用する。 ● ●
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

主
に
学
校
教
育

コミュニティスクー

ルは地域・地区によ

る格差があるので

は？ 

・コミュニティスクールを増やすことが重要 

・全ての学校をコミュニティスクールにする。 
● ●

体験の場 ・小学校での体験学習に地域の人が参加。シニアの人にもサポートしてほし

い。 
● ●

地域での学び ・地域で学びの場、勉強会を開く。 

・塾の代わりに高齢者（その道のベテラン）の協力で勉強心を育てる。 

・せめて小学校は、100％の子が「分かる」状態になってほしい。できない

子の学習支援の仕組みを地域でつくる。 

・行政は場を提供し、地域は知恵と人材を提供し、仕組みはみんなで知恵を

出す。 

● ●

子育ての地域拠点 

（学童の活用） 

・学童保育では、「地域シルバー」「ＯＢ」「中学生」等が公園で遊び方を教

える活動をしている。 

・地域を子育てと防災で結ぶ“学童プラザ（仮称）”構想を推進 

● ●

多様な学びの場 ・多様な学びの場の情報提供 

・様々な学びの場を提供 

・フリースクール、通信制などニーズに合わせた教育づくり 

● ●

誰が主役？子ども？

親？ 

・モンスターペアレンツを減少させるために、子・親・教師の主張や立場を

明確にする。 
● ● ●

教育の根本は大丈夫 

？ 

・カリキュラムの改善、教員の資質の向上が必要 

・教育の在り方を改善（市教育委）が必要 

・しかし、先生は忙しい。地域の力を使って支えてはどうか。 

● ●

主
に
若
者

多世代交流・多機能

連携 

・ふるさと的ないつでも戻れる場が必要。（学童への里帰りなどが有効） 

・気軽に行ける多世代交流できる場所があればよい。（子育て中の人、若者、

老人、病気の人など） 

・色々な職業シニアの話・旧友との話・広く考える場をつくる。 

・人と交わる場、多様性を学ぶ場をつくる。 

・学童プラザをつくり、活用する。 

● ●

働く価値観の育成 ・何でも話し合える家庭にする。（励まし続ける。） 

・子どもに自立を促す。 

・働くよろこびを親が子どもに話して聞かせる。 

・バブル時代子どもだった人々がニートになる。生活するために仕事をし

て、仕事のストレスを解消するためにスポーツなり趣味を楽しむ生涯を目

指す。 

・中学3年生くらいまでには、自分が将来どんな職業に就きたいかをよく考

えさせよう。そのために、その道の達人の話を聞かせる機会を大いに増や

す。 

・使命を与え、向上心を醸成する。 

・仕事をして生活をするのが当たり前であることを教える。 

・人生・職業のビジョンを考える機会づくり 

・ボランティアの良さを教える。 

● ● ●

本格就労の前段階 ・就労の機会・「働く」を経験する機会を増やすことが重要 

・中間就労の場をつくれるとよい。 
●

学校教育のカリキュ

ラムの中に“働く”

を意識する機会を 

・教育の段階から就業を意識したカリキュラムをしっかりする。 

・働くことの意義・実態を学校教育で教える。 

・就業体験の機会を与えることで、就業のよろこびを感じさせることが重要 

・就職活動の仕組みを変える。 

・民間企業も子どもの育成を支援してほしい。サポートしている企業をほめ

よう。 

● ●
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

主
に
若
者

つらい体験も共有す

れば救われるので

は？ 

・ニート、うつ、ひきこもりを乗り越えた人の経験を広める。 

・現代のうつ病のカウンセリングを行う。 

・ニート、ひきこもりに自信を持たせる。（ほめてあげる。）そのために成功

した人を活用する。 

・活躍できる機会を地域でつくる。 

・ほめる、自尊心をつける。 

● ●

辛い状況にある人を

抱える家族を１人に

しない 

・行き詰っている家族を地域で支える。 

● ●

家庭・地域・行政・

民間が横断的に取り

組む必要あり 

・職場体験をたくさんする。 

・仕事のやりがいを体験する。（自分が人の役に立つということ） ●

国と市の役割分担 ・国に任せる。 

・国と市の役割分担をよく考えるべき。 
●

結婚を促し支える ・結婚観の醸成 

・男女の出会いの場・きっかけづくり 

・最大規模「街コン」を開催する。 

● ● ●

就職支援（情報提供/

キャリア教育） 

・「キャリアサポートかわさき」ありがとう！うちの子がお世話になりまし

た。 

・再チャレンジできる人材支援、職業教育、キャリア教育が重要 

・就職支援の情報提供・アクセス支援が重要 

・若者限定の起業支援が重要 

●

《意見シートでの意見》

・コミュニティ機能が希薄な都市部だからこそ、みんなが集まれる多世代交流の場が必要。それを地域の人たちで支えるのが中心

の課題だと思う。行政には各地域でそういう取組が進むようにサポートしていただきたい。  

・健やかな成長とは、夢や希望とは、自尊意識とは、生きがいとは、自立とは、幸せに生きるとは、自分で子どもに説明できる準

備をしたい（行政でもまとめてほしい）。 
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第２回全体会【防災・コミュニティ】における意見一覧 

区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

自
分
・
家
族
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
）

モノ・情報などを備

えておく。 

・防災グッズの用意（100円ショップ活用） 

・自宅に水、食物、ラジオを用意しておく。 

・緊急連絡カードを準備する。 

・避難防災マップ、場所を確認しておく。 

●   

 ・自助と相互扶助が大事 

・自分で守ることが大事 
● ●  

減災の取組を進め

る。（考える。） 

〈防災意識〉 

・減災への取組を各家庭で行う。 

・自分が生き残るように。 

〈自主防災組織〉 

・自主防災組織へ若い人を加える。 

・自発的に参加する。 

・防災ネットワークを町内会（狭い範囲）で築く。 

・ネットを使って若い人を取り込む。 

〈防災訓練〉 

・マンション・町会で防災シミュレーションの実施を提案する。 

・防災訓練への参加率を高める。 

● ●  

災害時の対応を家族

で事前に共有する。 

・事前に想定しておく。 

・時刻・場所を想定し、とるべき行動を考える。（意識の向上） 
●   

備蓄＋メンテナンス ・防災グッズの準備とメンテナンス（消費期限等を確認する。） 

・防災バッグの備え置き 

・家族で備蓄をしっかりする。 

・電源の確保も必要 

●   

自分で自分の身をま

ず守る。 

・家の中で家具が倒れてケガをすることがないように対策しておく。 

・LEDライト、ホイッスルを携行する。 

・安全な場所でしゃがみ頭を守る。 

・防災グッズを備える（食料等の備蓄） 

・ある程度の水、食料の備蓄燃料も準備する。 

・自分の身は自分で守る。（備蓄など）  

・バケツ、風呂に水を溜めておく。 

●   

家族の中での情報共

有（別の場所で災害

に遭う前提で） 

・家族での落ち合う場所を事前に確認しておく。 

・家族内で話し合い、防災グッズを準備する。 ●   

連絡手段（メール、

親戚、災害伝言版） 

・家族で連絡方法の確認しておく。 
●   

どこに誰が住んでい

るのか？ 

（半径 20m 以内の

災害弱者の情報を把

握） 

・近所にどんな人が住んでいるか把握する。 

・回覧板は今でもあるのか。なければ回覧板復活させる。 

・近所の状況を把握することで、迅速な救助・連絡につながる。（火災、要

救助者） 

・公助が機能しないことを前提にする。（自助・共助で備える。） 

・市民相互で助け合えるまちにする。 

● ●  

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
共
助
）

顔を合わせる機会を

増やす。 

イベント的に楽し

く。（縁側で、スポー

ツ、音楽で） 

・マンション・自治会での情報共有が重要。 

・移住者ともコミュニケーションをとり、孤立を防ぐ。（音楽イベントなど

の活用）  ●  

積極的に地域で防災

訓練 

地域の中学生が参加 

・消防団と町会が協力した訓練を重ねる。 

・中学生も交えて避難訓練を行う。 

・全住民による防災訓練・避難訓練の実施（現在は避難所運営会議として実

施している。） 

 ● ● 
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
共
助
）

地域の組織や準備の

状況を把握する。 

・具体的な助け合いのプランを共有しておく。備蓄、避難場所、リーダーは

誰でどこにいるかを確認しておく。 

・地域の構成がどうなっているか把握する。 

・地域を知る。 

・地域の社会資源（NPO、団体等）を知っておく。 

 ●  

町会の力を UP させ

る。 

・参加することで町会の力をUPさせる。 

・班単位で行動できるようにする。 

・若い人を巻き込む 。 

・地域組織の改革を行う。 

・町内会は閉鎖的 

・消防団には若い人が少ない。 

・リーダー研修をする。 

● ●  

行政・地域・市民の

連携 

・連携して情報が流れるように体制を整備する。 

・避難場所の明示（学校、宗教団体、企業の協力） ● ● ● 

地域の取組／地域と

マンションのつなが

り／リーダー育成／

弱者の支援／地域主

体で学んで備える。 

・日常的な訓練が重要  

・身近な単位での取組を促進する。 

・町内会として歩行困難者リストを開示する。 

・番地単位の避難訓練を定期的に行う。（避難所まで） 

・防災のためのネットワークを作る。新住民も巻き込む。 

・地域（町内会・自治会）を通じた日頃のコミュニケーションの向上を図る。 

・コーディネーターの増強（自治体による指名） 

・自助でできることを多くの市民が把握すべき。そのための話し合う機会を

つくる。 

・マンション単位の自助手法の検討とコミュニティの活性化 

 ● ● 

学童を核とした地域

の取組  

・マンション・コミュニティをつなぐ地域防災学童プラザ 

・学童保育の場所を防災拠点として活用（“学童(保育)プラザ”） 

・学童OBやシニアを活用した防災システムの構築 

・新住民ネットワークのサポートを強化（子ども関係のつながり） 

・炊き出し等の食料の場、困ったときの相談の場にする。 

・行政による場づくり支援が必要 

 ● ● 

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
（
公
助
）

防災訓練 ・家族で参加でき、子どもができる内容にする。 

・「参加型」の防災意識を醸成する。 

・訓練の強化（震度7程度を想定しての地域ごとの訓練をする。） 

・全員参加の訓練機会を設ける。 

 ● ● 

津波対策 ・場所の高・低を考えた上で避難場所を決めるべき。 

・逃げている最中にどう誘導するのかを決めておく。 

・避難所の増設、充実 

・高い建物、公共施設の情報共有が必要 

・避難所と適切な避難ルートを確保する必要がある。 

 ● ● 

情報を整備し、届け

る。（多様なケースに

備える。） 

・防災情報の周知・徹底（きめ細やかに） 

・地震に関する統計資料を学校などで配るとよい。 

・「最悪」の事態を想定しておく。（多種多様） 

・危険地域を明確化する。 

・避難所、ハザードマップなどの情報を周知徹底する。 

・災害危険個所を明示する。 

・危険災害区域の指定・公表を行う。 

  ● 

 ・市民協働でコストダウンを図る。 

・防災マップのコンパクト化で使いやすくする。  ● ● 
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区分 意 見 
取組の主体 

自助 共助 公助 

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
（
公
助
）

ＩＴの活用 ・若者の巻き込むためにインターネットを活用する。（ボランティア登録、

情報発信） 

・インターネットを活用して情報発信すべき。（Twitter、Facebook） 

・電話以外の情報インフラで連絡が取れるようにすることが重要（発災時に

は電話がつながらないことが多い） 

・インターネットに頼らない人間関係・掲示等のアナログでの対応も重要と

なる。 

 ● ● 

市民に届く情報発信 ・市民に届くようにする。 

・防災対策などをしっかりPRする。 

・「備える。かわさき」が 届いていない。 

・情報提供のアプローチや手段をシンプルにする。  

・具体的なハザードマップと理由・対策・どこに逃げるかを市民と共有する。

（作るだけじゃダメ。） 

・津波防災マップがわかりにくい。（主要駅の文字データを加える。）  

・発災直後の情報提供を素早く行う。 

・自助・共助が基本であることを告知する。 

・行政は何をどこまで準備しているか公表する。 

・リアリティのあるマニュアルを作る。 

  ● 

食糧・飲料水等の備

蓄 

・川水、海水、湖水の浄水化による飲料水の確保を行う。 

・市で食糧等を しっかり備蓄する。 

・防災バッグの販売 

  ● 

情報共有があって初

めて成立するもの 

・地域内の資源に関する情報提供を行う。 

・避難場所の事前周知・案内をする。 

・避難場所、避難経路の明示。掲示、案内板を活用する。 
 ● ● 

災害時の対応力の強

化 

・民間商業施設、企業などの対応力を向上させる。 

・避難拠点における対応力を向上させる。（備蓄など） 

・行政機能の麻痺を防止する。（ex.相互応援協定） 

 ● ● 

 ・古い建物をどうするのか。2次災害を予防する。 

・避難経路（特に自転車）の整備（特に南部） 

・小中学生が携帯できるように、市から LED ライト、ホイッスルを配布す

る。 

  ● 

《意見シートでの意見》

・支援物資の確保について、他自治体との連携はどうなっているのか具体的に知りたい。 

・自助・共助においても想定外を無くせるよう、公助として指導してもらいたい。 

・情報の共有に街の掲示板の活用を提案したい。 

・市職員もＢＣＰ訓練をしているのか気になった。 

・川崎市は地形により防災の取組が異なるため、防災場所によって取るべき行動がかわる。 
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第３部会【暮らし・交通】における意見一覧 

区分 意 見 

分類 取組の主体 

徒
歩

自
転
車

公
共
交
通
機
関
等

住
ま
い

身
近
な
住
環
境
等

自
助

共
助

公
助

地
域
交
通

利用者の視点 ・高齢者疑似体験などを通してお年寄りの不自

由さを体感する。 

・歩く意識の向上を図る。（健康維持・お金かか

らない） 

●     ●   

マナーを守る。 ・雨の日の自転車使用は危険であることを認識

する。（公共交通利用を増やす） 
 ●    ●   

地域での啓発 ・マナー教室を地域で開催する。  ● ●   ● ●  

マナーを守る、 

ルールの徹底、 

家庭で教育、 

行政指導 

・安全のために気をつけること 

右見て、左見て、もう一度右を見る。（車は

左側通行） 

左折車からは歩行者がよく見えていない。 

「青信号≠安全」であることを意識する。 

・それぞれがマナーを守る。（歩行者、自転車、

自動車） 

・交通安全に関する市民の意識改革が必要 

・バスより安いから自転車、エコだから自転車

を利用しよう。 

・中高校生に対する交通ルールの教育が重要

（傘無し・無灯火・一方通行の危険性など） 

● ● ●   ●   

自転車マナー、

意識向上 

・電動アシスト自転車もマナーに気をつける必

要がある。（子ども乗せ、スピードを出して、

歩道を走るケースが多い。） 

・高齢者の自転車事故が多発しており、改善が

必要 

・自転車購入時に利用のマナー・交通ルールを

啓発する。 

・地域での啓発活動が重要（特に、高齢者・子

育て世帯・学生（若者）） 

・健康のためになるべく歩く。お年寄りが重い

荷物を運ぶ手伝いをする。 

・高齢者はできるだけ歩き、健康な人が支える

ようにする。 

● ●    ● ●  

・カーシェアリング・自転車シェアリングを促

進する。 
 ● ●   ● ● ● 

・歩く楽しみを感じるまちづくりウォーキング

を企画し、参加する。 
●      ●  

企業による徒

歩促進  

・徒歩利用者へのメリットをアピールする。（健

康・環境配慮） 

・企業が徒歩通勤者を支援（補助）する。 

●     ● ●  

 ・企業に対して指導する。（混雑緩和のためのズ

レ勤の推奨等） 
● ● ●   ●  ● 

駐輪場一時利 

用、商業施設

への要請 

・通勤のための駐輪と一時利用を区別する。 

・一時利用のための駐輪場整備を商業施設へ要

請する。 

・駐輪場を整備する。（一時利用向け） 

 ●     ● ● 

地域で乗り合

わせ 

・買い物の御用聞きを奨励する。 

・地域で自家用車などを活用して、乗り合いで

送迎などを行う。 

・三輪自転車タクシーやシルバー専用ベロタク

シーを導入する。 

 ● ●    ●  

場所のシェア  ・コミュニティ交通整備のために場所のシェア

を行う。（駅前の土地、民間の土地を借りる等） 
  ●    ●  
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区分 意 見 

分類 取組の主体 

徒
歩

自
転
車

公
共
交
通
機
関
等

住
ま
い

身
近
な
住
環
境
等

自
助

共
助

公
助

地
域
交
通

カーシェアリ

ング 

・カーシェアリング拠点を整備する。 
  ●    ●  

民間との連携 ・タクシー配車アプリなどを使った高齢者向け

サービスを活用する。（規制緩和が必要） 

・ＷＥＢを使って乗りたい人と乗せたい人をつ

なげるサービスを導入する。 

・民間の買い物支援サービスを活用する。 

  ●    ● ● 

 ・休憩できるようにベンチを設置して、徒歩で

の移動を促す。 
●       ● 

自転車レーン、

青色矢印 

・サイクルレーン、バスレーンの整備について

検討する。（自動車利用が減っているなら実現

可能性があるのではないか。） 

・自転車レーンの整備や駅前駐輪場の地下化を

進める。 

・自転車を車両とするならば、自転車が安全に

走行できる環境整備を行う必要がある。 

・自転車の走行位置を示す青色矢印の道路標示

を全道路に導入する。 

 ●      ● 

地域に応じた

ルールの整備 

・地域ごとにルールを決める。 

・南部は自転車利用者が多い。 

・坂道が多い北部の住宅街に自転車用エスカレ

ーターを整備する。 

 ●      ● 

 ・自転車損害保険の加入促進に向けた PR を行

う。 
 ●      ● 

公共交通の多

様化  

・市外へのバスの交通アクセスを改善する。 

・既存送迎バスを活用し（乗り合わせ）、コミュ

ニティ巡回小型バスの運行を拡大する。 

・シルバー専用バスを整備する。 

・デマンド交通の導入を推進する。 

  ●    ● ● 

路線バスの利

便性アップ 

・路線バス乗り換えを無料化する。 

・公共交通による大型病院へのアクセスを改善

する。 

・バス路線の利便性を向上させる。 

・バスレーンの整備を進める。 

  ●     ● 

開かずの踏切 ・小杉－尻手間の開かずの踏切が道路を遮断し

ている。踏切の遮断時間について鉄道会社に

指導する。 

  ●     ● 

・駅ロータリーをレイアウト変更するなど、バ

ス待ちと歩行者の動線を見直すべき。 

・歩道・自転車道を整備する。 

・歩道と車道との区別を明確化し、ルール・マ

ナーを徹底する。（幹線道路の連続立体交差化

で実現できるのではないか。） 

・道路整備には優先順位をつけ、重要度の高い

ものから整備すべき。 

・行政の取組は市民生活の安全を熟慮して行っ

てほしい。 

  ●     ● 
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区分 意 見 

分類 取組の主体 

徒
歩

自
転
車

公
共
交
通
機
関
等

住
ま
い

身
近
な
住
環
境
等

自
助

共
助

公
助

地
域
交
通

・市外へのバスの交通アクセスを改善させる。 

・丘の上までバスを運行させてほしい。（麻生区） 

・川崎市の縦の基幹交通を充実させる。（尻手黒

川線の拡幅、南武線の輸送力強化） 

・あえてリニア新幹線に合わせたトンネル拡張

で新百合・宮前－等々力を通す地下鉄を通す。 

・道路整備については早めに限界を見きわめ、選

択と集中で見直し、不要路線を切り捨てて財源

を生み出すべき。（やめるものはやめる。） 

  ●     ● 

コミュニティ

交通の活用 

・臨海部へのアプローチとして、①地下鉄（最終

目標）、②コミュニティバス（当面）、③乗合タ

クシーの導入を検討すべき。 

・全国レベルの範となるくらいにコミュニティ

交通の活性化を図る。 

・コミュニティバスの賛助企業を募る。（企業協

力も必要） 

・収益確保が必要であるため、ICTの活用（オン

デマンド化）、企業からの協賛、バス車両のシ

ェアなどを検討する。 

・マイクロバスなどを活用する。（時間・頻度が

乏しくてもよいのではないか。） 

・路線バスでも社会実験的に取り組むことがで

きるとよい。 

  ●    ● ● 

地
域
居
住

まちのブラン

ド力ＵＰ 

・利便性がいいから成り立つ「住みたい街」にな

れば人は集まってくるし、イメージUPアップ

にもつながる。 

    ● ● ● ● 

一人暮らしを

しないように

する。 

・ふたり以上で住むことにより孤立を防ぐ。（非

現実的かもしれないが、一人暮らしできない条

例をつくるなど） 

   ●  ●   

多世代交流 ・交流できる場が必要     ● ● ●  

多世代交流の

場づくりが必

須 

・多世代コミュニケーションの機会・場所づくり

が重要 

・老人と子どもが交流できる場（保育園・学童保

育ホール）を開放する 

・学童は日中は空いている。老人の保育への参加

については、コミュニティエリアへの活用が可

能 

    ●  ● ● 

日頃からゆる

やかにつなが

る 

・ゆるやかなネットワークが大切（災害時にも有

効）     ● ● ●  

団地の有効活

用 

・限界団地への取組として、むしろ人を集める取

組を行う。 
   ●   ●  

親子・親戚の

同居又は隣接

居住 

・親子同居・隣接居住を奨励する。 

   ● ● ●   

高齢者・若者

のシェアハウ

ス 

・高齢者宅をシェアハウス化する。（若者への同

居条件付賃貸ルーム） 

・高齢単身者の家屋のアパートメント化・シェア

ハウス化を推進する。（孤立防止もかねて） 

・高齢者の“下宿”のイメージで。 

   ●   ●  

高齢者のグル

ープホーム 

・（認知症高齢者だけでない）高齢者向けグルー

プホームにより、高齢者が孤立しないようにす

る。 

   ●   ●  
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区分 意 見 

分類 取組の主体 

徒
歩

自
転
車

公
共
交
通
機
関
等

住
ま
い

身
近
な
住
環
境
等

自
助

共
助

公
助

地
域
居
住

共同菜園 ・近隣で利用できる家庭菜園をつくり、近隣の交

流を促進する。 
    ●  ●  

公園などの交

流施設を多機

能化する。 

・地域内交流の場の拡大のために公園・施設の

多機能化を推進するとともに、地域の自主管

理を促進する。 

    ●  ● ● 

民間の取組モ

デル 

・シェアＢ＆Ｂ（家族経営型の宿泊施設）の地域

版をつくる。 
●  ●  

高齢者の方が

気軽に来られ

る場を 

・少子高齢化が進んでおり、単身者の孤独死が多

くなっていることが課題 

・サークル活動の活発化とＰＲが不可欠 

・高齢者のコミュニケーションづくりが重要（月

に3日～4日の友の会を作るべき） 

・超高層マンションのコミュニティルームを活

用してはどうか。（多世代交流・新旧住民交流） 

    ●  ●  

付加価値、多

世代交流やコ

ミュニティ 

・働いている世代が長く住み続けられるために

必要なことは何か。 

健康長寿のため“貯筋体操”開催場所を増や

す。 

近くの集まりたい施設を充実させる。（商

業・文化・コミュニケーションの場） 

医療サービスの充実 

●  ● ● 

施設転用を前

提とした整備

を（20年後、

30 年後を意

識しながら整

備） 

・地域コミュニティの充実と交通網の整備によ

る相乗効果が期待できる。 

・世代を越えた交流をつくる取組みとして、①シ

ニアの保育参加、②住替互助金はどうか。 

・中長期的展望に立った公共施設の計画・建設を

してほしい。 

・例えば、武蔵小杉の小学校を、20～30 年後

には老人施設として利用するなど。 

●  ● ● 

賃貸で住むが

定住はしない 

・若者の定住者増加施策の拡充し、少子高齢化を

減速させる。 
  ●    ● 

子育て世帯を

誘致する施策 

・子供向け医療を拡充する。（周辺都市との差を

考えるべき。） 

・納税してくれる世代の定着を図る。 
    ●   ● 

若い人の移住 

、高齢の方の

施設 

・同居のための住宅改修に対する補助金を出す。

（神戸市で事例あり。） 

・地域の活動に参加することを条件に安く住め

る制度もある。（千代田区で事例あり。） 

   ●   ● ● 

セーフティー

ネット 

・ホームレスに体育館の（夜間）貸出しをする。 

・安い住宅も必要 

・公的な借家は低所得者向けだけでいいのでは

ないか。 

   ●    ● 

川崎に呼び込

むことが大切 

・高所得の人をどう呼び込むかを考えないとい

けない。 

・課税所得は政令市の中では高いが、周辺都市と

比べるとどうか。（但し、特別区は事情が異な

る） 

    ●   ● 

子どもと高齢

者の施設を一

緒に 

・保育園、幼稚園を養護ホームと一体化する。（小

学校でもよい） 

・多世代交流を促進する。 

    ●   ● 

ボランティア

教育 

・子どもの地域的交流の活性化を図る一方で、子

供同士のみではなく様々な知識や技能を有す

る大人との学内・学外での交流機会を増やす。

（ボランティアの公認） 

    ●   ● 
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区分 意 見 

分類 取組の主体 

徒
歩

自
転
車

公
共
交
通
機
関
等

住
ま
い

身
近
な
住
環
境
等

自
助

共
助

公
助

地
域
居
住

空き家の有効

活用 

・空き家の公共的利用に対して固定資産税や都

市計画税の一部減免を行う。 

・川崎の空き家は、戸建てよりも集合住宅の部屋

が空いていることが多い。 

・空き室ごとの不動産仲介を行う。 

   ●   ● ● 

小杉の成功例

を参考にする 

・小杉の成功例を横展開する。 
    ●   ● 

古い建物の改

修、ユニバー

サルデザイン

化の支援 

・バリアフリー化の改修を推進する。 

   ●    ● 

住み替えの促

進 

・宅地の買い取りや転居のサポートを行い、有閑

の宅地用地を有効活用する。 
   ●    ● 

ライフステー

ジに合わせた

住み替えを 

・高齢になったら子供と同居か近居子育てをし、

孫の成長を見守る。 

・ＵＲなどを活用し、持ち家にこだわらずに、ラ

イフステージに合わせた住み替えをすること

も考える必要がある。 

・等価交換による高齢者層の住み替えを促進す

る。（高層マンションから低階への住み替え、

空き家の利用など） 

   ●  ●   

住み替え進む

しくみ作りを 

・子育て世代の居住費を支援する。 

・子育て世帯と高齢者世帯との住宅ニーズのミ

スマッチを解消する。（子育て世帯は狭い集合

住宅に住み、単身・夫婦のみ高齢者は広い戸建

てに住んでいることが多い。） 

・同居減税を導入する。（70 歳以上の親と同居

する場合、市民税を軽減する。） 

・持家の賃貸化を促進する。 

・駅から遠い一戸建てと駅近のマンションなど、

家族構成の変化に応じて住み替えられる仕組

みをつくる。 

・川崎市内で住宅を等価交換できるシステムを

つくる。 

   ●    ● 

《意見シートでの意見》

＜全般＞ 

・発展途上のエリアなら、今後も川崎は、他自治体から“範”とされる都市開発が可能だと思う。  

・地域住民の安全・安心と20～30年後の中長期的な展望に沿った都市開発を具現化して頂きたい。  

＜交通＞  

・既存バス路線等、現行の運用の固定化せず、フレキシブル化を進め、コミュニティ巡回バス・民間送迎バスの活用等も含め、オ

ンデマンド型の運用が重要。  

・老齢化に伴い、公共交通は重要であり、改善して欲しい事項が多いので、少しずつでも改善に向けて動いてほしい。  

・コミュニティバスなど会議で出された意見が実現されることを願う。  

・自転車については早急にルールを根付かせる必要がある。  

＜住まい・身近な住環境＞  

・世代間も含め、地域交流の活性化と地域住民による自主管理の拡大が重要。  

・地域コミュニティの活用のため、空き家・空室の活用、幼稚園・小学校と老人施設との併設、市民同士の住居の等価交換、近居

した場合の減税など、是非検討してほしい。  

・川崎が「住みたい街」から「住み続けたい街」、さらに「住んで良かった街」になるための魅力づくりに力を入れてみたい。  

・高齢化を踏まえたライフステージに合わせた住み替えは、とても興味深い意見だと思う。  

・高齢化がさらに進む20年後に向けて、高齢化に対応した医療対策を検討すべき。 
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第３回全体会【文化・スポーツ・都市イメージ】における意見一覧

区分 意 見 
取組の主体 

自分 
家庭 

地域 民間 行政 

自
分
・
家
庭
で
で
き
る
こ
と

海外旅行者等の  

受け入れ・アピール 

・ホームステイ、仕事の受入れを増やす。（農業～起業、産業まで幅

広く受け入れる。） 

・市外にいる友人知人を招待し、実際に見てもらい、案内する。 

・外国人旅行者に向け、旅行代理店を通じて川崎をＰＲ 

● ● ●  

 ・家族でスポーツ観戦をする。 

・スポーツ施設へのアクセスを改善する。 
● ●   

各分野で国内外に注

目される断トツのも

のを確立する  

・産業・研究開発、文化芸術、スポーツ、自然などの各分野において、

国内・海外から注目される断トツのものを確立する。 

・川崎には地域資源も人材も多い。どれに特化するのかを考え、川崎

といったら「これ」いえるものを作る必要がある。 

・市・各区のランドマーク、ポイントになるものを決める。 

・海外の人へ川崎をアピールする。 

・駅そのものなど、今あるものを活かす。 

● ●   

アマチュアの活動を

活性化・交流促進  

・文化芸術・スポーツ分野で高い技能を有するアマチュアが気軽に展

示会・実演会・指導会が開催できるように市内の多くの公共施設を

開放し、企業にも協力を要請する。 

・アマチュアが交流や展示会をしやすいようにする。 

●    

 ・川崎は公害のまちであったが、今では環境・ゴミ処理システムが先

進的なものとなった。この点をしっかりＰＲ 

・「産業のまち」であるだけでなく、環境保護もセットで行う。 

● ● ● ● 

今ある取組への参加  ・毎週のようにイベントが行われているので参加する 。 ●    

地
域
で
で
き
る
こ
と

自然（多摩川）の活

用  

・企業とのコラボレーションを行う。 

・多摩川を活用してスポーツを活性化し、人を集める。（カヌーなど） 

・大自然を活かした音楽フェスを開催する。  

・地域のスポットをめぐるウォーキングコースで定期イベント開催

する。 

・多摩川流域の区の連帯力をＵＰ残された資源を起こす。 

 ●   

企業の社会貢献を地

域の人材育成に生か

す  

・地域への貢献活動にしっかり取り組んでもらう。 

・一般市民へ企業施設を開放、学校での出前講座の開催、会社への見

学などを積極的に行ってもらう。 

・将来の担い手発掘・育成、技術の伝承（民間にとってのメリット） 

・子どもにとっても将来を考える上で多様な大人に出会うことが必

要（子どもにとってのメリット） 

 ● ●  

地域の「人材」が川

崎No1の資源  

・川崎が一流と言えるのは「人材」 

・市民・人材を資源と捉える。 

・イベントなどで知っている人が出演していれば参加してみる。 

・開かれた場所がたくさんできることが重要 

・（交通アクセスなど）便利であることがデメリットにならないため

に、つながりが利用を増やすという手法で取り組む。 

 ●   

魅力は何？ ・まず魅力とする目標の設定をすべき。（他の市との比較でねらいを

定めるのがよい。）  

・市民が主体的に行うエネルギーの取組（エネルギーの安全保障）を

推進する 

・環境・エネルギーは重要なキーワードなので、川崎市もさらにすす

めてほしい 。また市民の取組を応援してほしい。 

● ●   

身近にある資源を使

う  

・音大生の練習の場、イベント、ＰＲの場等を提供し、来てもらう。 

・プロスポーツチームや選手に学校教育へ積極的に参加してもらう。 
 ●   

ライフステージごと

に発信を！ 

・ライフステージごとに川崎の魅力を設定する。 

１．待機児童の解消 

２．中学校給食の実現 

３．高校、スポーツ学習の質 

４．全世代のLOHAS-医療の取組 

 ● ●  

世界で戦えるレベル ・マスメディアを使ってＰＲし、 日本一・世界一のイベント（音楽・

スポーツ） を開催する。 
 ● ●  
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区分 意 見 
取組の主体 

自分 
家庭 

地域 民間 行政 

民
間
で
で
き
る
こ
と

キャラクターの発

掘、活用  

・メインキャラクターは何なのか、分かりにくい。 

・若者定着に向け全国へゆるキャラを使って発信する。（夢・あこがれ） 

・ずっと住みたいと思われるように、川崎の著名人やイメージキャラク

ターを使って発信する。  

・市のマークを民間に自由に使ってもらうことで、川崎をＰＲする。 

・各区に観光大使を任命する。 

・音楽人、文化人による川崎プロモーションを行う。 

・シティカラーをもっと出す。封筒を白色にしてシティカラーが目立つ

ようにする。 

  ● ● 

大学・企業とのコラ

ボ 

・研究者とのつながりをつくり・情報発信を行う。 

・子ども、特に小学生へ、産業・研究都市といった川崎のイメージを刷

り込む。（公助：学校、自助：家庭） 

・企業の特技を活かしたこどもの大会を開く。（ロボット大会など） 

・産業PRのためのコンテストを開催する。（技術競争を紹介） 

 ● ●  

イメージアップ ・川崎の悪いイメージを解消する。解決をアピールし、逆境をチャンス

に変える。 

・武蔵小杉に地元アピール館を設置する。  

  ●  

・民間企業による市民施設を誘致する。市民の日をつくり、土日は子ど

も無料にする。 
  ●  

・ホームページの分かりやすさ、親しみやすさを高める。   ●  

・地域のイベントをしっかり知らせる。（どこにも告知されておらず内

輪な感じが見られた） 
  ●  

色々な言葉で伝え

る  

・多言語表記などを増やす。（外国人・障害者でも利用しやすいように） 

・伝わりやすい情報発信をする。 
  ●  

世界に発信する研

究開発のテーマ確

立（キングスカイフ

ロント） 

・特区などを活かし、研究機関を大規模化・集約化する。 

・グローバル化に対応し、外国人へ川崎をアピール（企業と協調） 

・研究開発拠点の集約によるキングスカイフロント、新川崎・創造のも

りのような特区を、国際的にも着目される大規模なレベルに引き上

げ、世界トップクラスとなるような研究テーマを確立する。 

  ● ● 

観光事業はプロに

任せるコラボレー

ションする  

・企業に協力を要請する。 

・観光資源をパッケージ化する。（海外向け） 

・市内の公共施設を開放する。（特にアマチュアの利用・育成のため） 

・ツアーの組み方をプロに任せてはどうか。 

・観光事業を民営化する。 

・文化・芸術・スポーツ・自然などの資源を活用して、全国・海外から

多数の人が参加できる定期的かつ大規模なイベント開催する。 

  ● ● 

川崎モデルづくり  ・川崎モデルは何かを考え、確立する。 

・マイナンバー制度を視野に全国に先駆ける先端的なモデルをつくる。 

・医療・介護情報ネットワークシステムを実現してほしい。（予防医療・

介護・コスト削減） 

・医療・介護機関、役所、保健機関、住民のネットワーク化が重要 

  ●  

ターゲットの明確

化  

・情報発信の仕方を工夫し、ターゲット別に特化する。（Ex. 市政だよ

りをインターネットで配信するなど） 

・誰に何を伝えたいかを明確化（対象によって広報の仕方を変える）  

  ●  

ネットの活用スマ

ホを使いやすく  

・観光ツアーへの申し込みをＮＥＴ化する（往復はがき） 

・Net.（特にスマホ）の利用・活用してより広く発信する 

・ＨＰを楽しく閲覧できるような内容・見栄えにする 

  ● ● 

差別化も連携も ・他都市と連携をする。 

・産業都市としてのイメージアップ戦略が重要 
 ● ●  

 ・LOHAS（健康づくり）を川崎の魅力としてほしい 。   ●  

知名度！インパク

ト 

・フロンターレを日本一に（順位・観客動員ともに実績を）  

・音楽のまちの実感がない。もっと全国的・世間的に認められるような

イベントを定常化させ、イメージアップが必要 

  ● ● 

コミュニケーショ

ンの機会・場として 

・場所を決める。マラソン文化の情報発信をする。 
  ● ● 

魅力は既にあるの

では 

・今でも川崎は魅力のあるまちである。住みやすさ・仕事がある、など

取組を続ける必要はあると思う。 
  ● ● 
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区
分

意 見 
取組の主体 

自分 
家庭 

地域 民間 行政 

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と

交通分野と連携し

て地域資源をつな

ぐ 

・地下鉄・バスを利用して周遊できるようにする。 

   ● 

観光・ＰＲの質・予

算を充実させる 

・観光資源は多いが、川崎市の観光の取組が弱い。（観光課はある？予

算も少ない）。イメージUPになっていない。 

・何のまちにしたいのかがわからないので目標を明確にする。 

   ● 

ジャンル・予算別ス

ポット紹介 

（例：音楽のまち） 

・まちのイメージにあわせて資源やイベントを組み合わせる。 

・「○○のまち」のイメージや、スポットなどの資料を作成する。    ● 

これからのチャン

スを生かす 

・東京オリンピック・パラリンピックにあたり、東京・横浜の中心地点

にありビジネスを広げるチャンスがある。 
   ● 

クリーンなまち ・汚いイメージを払しょくし、道路にゴミゼロ・カラスゼロを目指す。    ● 

 ・交通に関して。 

・地下鉄のある市となってほしい。（せめて青写真を提示してほしい） 

１．道路のパニックが心配なので整備が必要 

２．臨海部→ＪＲ川崎→新百合→黒川をつなげる。 

   ● 

《意見シートでの意見》

・川崎市が全国・世界から着目される断トツのモデルが１つ、２つ実現されればよい。 

・川崎がどう世界に進出していくかを多角的な分野・視点で深く捉え、パブリックコメントを活かす方法を考えるべき。 

・「断トツ」は良いので「音楽のまち」を「クラシックのまち」など、具体的な内容を絞り込んではどうか。 

・川崎モデルを企業と共に作ってアピールすることが重要である。一案として、「公害」のまちから「環境最先端」都市への変化を

アピールするべき。 

・「○○のまち」という都市イメージもいいが、「○○の人がいる」と人材に着目するのも重要で、抜きん出た人材に場と資金提供

するべき。 

・中学校におけるＯＢ会の推進や、高校生・大学生の企業人との交流によって、人の絆による伝統化・継承化を深めるべき。 

・研究者・大学が多いことから、川崎の魅力作りのために、世界にもアピールできる共同研究を育てて欲しい。 

・川崎は東京・横浜の中間点であり、2020 年オリンピック・パラリンピックは絶好のビジネスチャンスなので、安全・安心、高

齢化社会に向けて自信をもって行政を進めてほしい。 

・ＰＲや発信も大切だが、それを受ける側のレベルを上げることも必要である。発信者と受信者の温度差が感じられるので、埋め

られる様にしていきたい。 

・市のイメージを伝えるには市内の事を知らないと難しいので、積極的に情報収集したい。 

・川崎の良い点が幅広いので、どう取りまとめて、市民にＰＲしていくか、具体的に考えたい。 

・負のイメージは正のイメージアップを少し崩してしまうので、負のイメージは早期に解決努力することで、ピンチをチャンスに

変えることが重要。 
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第３ 章 みんなで取り組もう 私たちができること 

～市民から市民へのメッセージ～   

◆暮らしを支える「自助」と「共助」が重要！ 

 我が国は、すでに人口減少社会に突入しており、私たちが暮らすこの川崎でも、今後、少

子高齢化がさらに進行し、いずれは人口が減少していくことによって、地域の姿が変わり、

そこに暮らす人々の生活も変化してくことが見込まれます。 

 こうした状況にあっても、子ども、若者、子育てをする若い世代、シニア世代など、誰も

が安全・安心に暮らすためには、行政によるサービスだけでなく、個人または家庭で自ら行

動することや、地域の中でお互いに支え合うことが大切になっています。 

 そこで、私たち市民検討会議では、「自分・家庭でできること」（自助）、「地域でできるこ

と」（共助）、「行政が行うべきこと」（公助）という３つの区分を設定し、主な政策分野ごと

に課題と対応策を検討しました。その成果は第１章と第２章に記載したとおりであり、新た

な総合計画にも活かされていくと考えています。 

◆「市民から市民へのメッセージ」とは？ 

総合計画は、行政として実施する政策や施策を定める計画ですので、「公助」が中心になり、

「自助」や「共助」の内容を十分に反映することは難しいと思います。そこで、市民が自ら

取り組むべきこととして、私たち市民検討会議から直接、市民の皆さんに提案し、呼びかけ

ることがふさわしいと考えたものを、私たちのメッセージとしてまとめることにしました。 

このメッセージは、あくまで提案・呼びかけであり、押しつけるものではありませんが、

私たちの暮らしやまちをよりよいものにしていくために、ともに行動に移していきましょう。 

 このメッセージが、新たな総合計画とともに発信されることによって、市民の力が川崎の

まちをつくり支えることにつながるよう願っています。 

【共通メッセージ】 

■多世代が参加する地域コミュニティをつくろう！ 

 分野別の提案・呼びかけに入る前に、多くの分野に共通するメッセージがあります。そ

れは、多世代の市民が参加し、互いに支え合う地域コミュニティをつくる、ということで

す。 

 超高齢社会を生き生きと暮らすためにも、次代を担う子どもを安心して育てるためにも、

地域における支え合いや交流が欠かせません。災害から市民の生命や暮らしを守り、そし

て安全で快適なまちや交通環境をつくるためにも、地域コミュニティが重要です。 

この地域コミュニティをよりよいものとするためには、子ども、若者、子育てをする世

代、シニア世代などの多世代が参加し、交流し支え合うことが重要です。 

町内会・自治会、小中学校の校区など様々な単位で、こうした地域コミュニティをつく

っていけるよう、市民一人ひとりができることから始めましょう。
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《参考資料編》 
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川崎市総合計画市民検討会議委員名簿 

（平成 26 年 10 月から平成 28 年 3 月まで） 

№ 氏名（敬称略） 備　考

1 荻
オギ

原
ハラ

進
ススム

川崎区在住（市民委員）

2 小
コ

山
ヤマ

了
リョ ウ

川崎区在住（市民委員）

3 外
ト

山
ヤマ

瑠
ル

美
ミ

川崎区在住（市民委員）

4 青
アオ

柳
ヤギ

昇
ショ ウ

二
ジ

幸区在住（市民委員）

5 加
カ

藤
トウ

英
ヒデ

雄
オ

幸区在住（市民委員）

6 新
シン

冨
トミ

征
ユキ

人
ト

幸区在住（市民委員）

7 川
カワ

島
シマ

弘
コウ

一
イチ

中原区在住（市民委員）

8 馬
バ

場
バ

直
ナオ

子
コ

中原区在住（市民委員）

9 松
マツ

本
モト

玲
レイ

子
コ

中原区在住（市民委員）

10 岡
オカ

田
ダ

義
ヨシ

一
カズ

高津区在住（市民委員）

11 飯
イイ

田
ダ

眞
マコト

高津区在住（市民委員）

12 片
カタ

山
ヤマ

利
トシ

昭
アキ

高津区在住（市民委員）

13 長
ハ

谷
セ

川
ガワ

秀
ヒデ

子
コ

高津区在住（市民委員）

14 加
カ

藤
トウ

浩
コウ

照
ショ ウ

宮前区在住（市民委員）

15 辻
ツジ

麻
マ

里
リ

子
コ

宮前区在住（市民委員）

16 長
ナガ

野
ノ

敏
トシ

幸
ユキ

宮前区在住（市民委員）

17 小
コ

池
イケ

朋
トモ

子
コ

多摩区在住（市民委員）

18 山
ヤマ

下
シタ

博
ヒロ

子
コ

多摩区在住（市民委員）

19 後
ノチ

本
モト

直
ナオ

子
コ

多摩区在住（市民委員）

20 加
カ

藤
トウ

美
ミ

於
オ

麻生区在住（市民委員）

21 山
ヤマ

下
シタ

千
チ

裕
ヒロ

麻生区在住（市民委員）

22 礒
イソ

崎
ザキ

初
ハツ

仁
ヒト

中央大学法学部教授
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川崎市総合計画市民検討会議開催運営等要綱 

（趣旨）

第１条 この要綱は、川崎市総合計画市民検討会議（以下「市民検討会議」という。）の運営に関

し、必要な基本事項を定める。

（目的）

第２条 これからの川崎の目指すべき方向やその取組内容を明らかにする新たな総合計画を策定

するにあたり、市民意見を聴取することを目的とする。

（委員）

第３条 市民検討会議の委員は、市民及び学識経験者に就任を依頼する。

（関係者の出席）

第４条 市民検討会議において、必要があると認めるときは、専門家又は関係者の出席を求め、そ

の説明又は意見を聴くことができる。

（庶務）

第５条 市民検討会議の庶務は、総合企画局において処理する。

（開催期間）

第６条 会議の開催期間は平成２８年３月３１日までとし、必要に応じて開催することとする。

附 則

この要綱は、平成２６年７月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。
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第
１
部
会
グ
ル
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プ
デ
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ス
カ
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シ
ョ
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ま
と
め
【
グ
ル
ー
プ
１
】

病気予防、介護予
防のために健康的
生活をすること

家族間で連絡を取り
合い、何かあった場
合の対策方法を作っ

ておく

川崎市総合計画市民検討会議・第1部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】 H26.11.1
１ 「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

家
族
や
自
分
が
で
き
る
こ
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
実
現
で
き
る
こ
と

行
政
が
担
う
べ
き
こ
と

そ
の
他

趣味などのやりたい
ことを増やす。

自分の地域を知る

地域を知る

あいさつ・声がけ

近所づきあいによる
高齢者の居住情報

の把握
あいさつが大事

簡単に手伝えること
を手伝う。

ゴミ出し、買物・・・

ひと声かけることで
情報を知ることがで

きる

あいさつ
+

ひとこと
で

関係づくり

気楽に集まれるところ

いこいの家は
入りづらい
ネーミング悪

住んでいる地域に
気楽に集まれる場
所があるといい

地域包括ケアセン
ターは中学校区で

広すぎる

コミュニティカフェ

地域のコーディネート力の育成

困っている人の情
報も知ること大事

個人情報保護法が
ネック

困っている人の情報が把握
できない

まちの中で改善・
対処

集合住宅居住者
への対応

多世代が入りやす
い場所

公共施設を気軽に
多目的利用

商店街の空き店舗
活用

公園の活用
公民館・図書館

地域のコーディ
ネート力の育成

家族がたおれないた
め地域包括センター
に関わってもらう

悩み、相談できる相
手、場をつくる

行政事務の一部を
地域に移管

支援が必要な人の情報

ボランティア情報の
提供・共有

ボランティアを募る

ボランティア情報の提供

ボランティアや
見守りを
やってもよい
という人は多い

医療・介護の
ネットワーク

コスト削減
情報システムの
効率化

自宅での介護には
限界がある

コンビニ医療を
つくる

家族・地域・行政の連携

できることは家族・
地域・行政の連携・
協業で実行される
べきことも多い

自宅で介護、自宅で
最期なら、そのシス
テムづくりを

予防・事前対策
が重要

コスト削減にも
つながる

２ 「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」 ３ 「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

身内の者が高齢を
むかえた時に身内
で温かく見守る

ケースワーカーでは
なく、介護施設では
なく、自宅で見守っ

ていく

交流する・外に出る

交流

元気の源
＝

元気な高齢者が参
加できる仕組みは
今もいっぱいある。

参加意識を高める
ためにどうするか。

高齢者が参
加したくなる
仕組みづくり

町内会・自治会活動
の閉鎖性

民生委員の役割・負
担が重すぎる

何ごとも情報を

住民に伝達し、家
族・地域・行政の
連携で具体的な
アクションに結び
つけるコーディネ
ーターが必要。

このコーディネー
ターを行政が任命
し、行政の業務も
一部を委嘱する。

行政情報の一元化
（行政による認定）

見守りボランティア、
交通安全ボランティ
アなど元気で意欲
のある方を活用

・働く場がある限り
働いてもらう

・役割を担ってもらう

地域の便利屋集団、
リーダー

シルバー人材セン
ターの各区・地域ご

との設置

コーディネーターが必要

やる気
新聞

地域シルバー人材センター
設置

地域の便利屋集団

ボランティアポイント
の導入

ボランティア新聞 タウンニュース

すそ野を広げる

行政の業務の一部
を元気な高齢者に
委嘱（有償でも可）

やる気を起こすしかけ

食生活等の
改善へ導く

食生活に
気をつける

（魚中心にする）

食生活改善

運動

自らが体を動かそう
とすることへの
後押し

健康づくり（検診の推進）

検診の推進
意識を持つ

社員の
健康づくりの
促進

自分と家族の健康
に気をつけましょう

地域の見守り

検診の促進

認知症の予防
（体操等）

検診に足が向かな
い高齢者がいる

区民祭などへの
検診の出店

高齢者と若年層と
のシェアハウスの

拡大
小学生とのコラボ

子ども・若年層との交流

出張検診
（大学との連携）

他地域との
交流活動の促進

ケースワーカー、介
護施設などの有効利
用されているか？
都市部で・・・

広域的な調整等
（他地域との交流促進・介護施設の有効活用）
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川崎市総合計画市民検討会議・第1部会 グループディスカッションまとめ【グループ2】 H26.11.1
１ 「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

家
族
や
自
分
が
で
き
る
こ
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
実
現
で
き
る
こ
と

行
政
が
担
う
べ
き
こ
と

そ
の
他

２ 「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」 ３ 「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

自助は十分に
やっている。
要介護者には

介護者が必ずいる。

それは、一人暮らし
の場合、誰？

自助は皆仲良く
やっている

支える側へのサポートの
充実

必要な情報を
知る意識を持つ

仕組みが知られて
いない

知ろうという
意識がない

介護の情報を

健康なうちに知るこ
とができるように

でも、元気な人の心
にそういう情報は
響かない

高齢者の
元気とは？

（健康の方法？）

高齢者の
自立とは？

（自立の方法？）

情報提供のタイミン
グ（時期）も大切

地域で支えあ
う「当たり前」

要介護者の一人暮
らしの方を共助で

日中在宅の
お互い様

例：認知症の方

近所で見守り
連絡しあう

必要な情報を
地域で共有する

支える気持ちは

あるけど、誰を、が
わからない

行政が情報を提供
しても良いのでは？

要支援者の
Ｍａｐ

情報共有の仕組み

介護が必要になる前から
の人間関係づくり

介護が必要になる
以前に人間関係を
つくるのが重要

ボランティア活動へ
の参加

町内会の
コミュニケーション

自治会活動の
活性化に寄与!!

近所
近助

要支援者が参加し
やすいイベント

良い施設がありな
がら知られていない

高齢者に
届きやすいＰＲを

発信力が弱い

介護人材
リソース確保
の仕組みづくり

介護人材が
足りない

（給料が良くない）

介護を担う専門人材の充実

日常的に目
にふれるＰＲ

日常的に目につく
場所でＰＲ

世代を超えて
情報をクロス
させる

学校を通じてなど家
族から伝えてもらう

川崎は都区部と住
環境は変わらない
のに住コストは安い

川崎の良さが
知られていない

ＰＲを

地域に貢献
（役割と責任）

高齢者に対して
要求される人に
（生きがいを感じる）

高齢者自身が
地域に出てゆく！！

生き生きするには

何か責任、役に立っ
ている実感が必要

高齢者として自分は
今何ができるか？
何をしたいか？

シニア
プロボノ
登録制度

町内会の活性化

出番をつくる

場ときっかけを
活用して活動は
市民が主体的
にできる

地域における
運動イベント
（ジョギング、
太極拳など）

高齢者が自分の経
験やスキルを伝承
する（できる）会、
大会を開催する

仲間づくり

男性へのケア

ボランティア活動へ
参加しやすい
仕組みづくり

地縁組織の活性化

これからの世代
定着

・参加は登録制

・付き添い人も障
がいある方、病状

～つながるところ～
17：00～21：00
保育・学童・大人
多世代の方

～異文化交流～

・コミュニティコー
ディネーター

・会場費（駅、空家）
・入所カード各自用
～行政負担～

保育園、幼稚園
との老人施設の
ジョイント（交流）

ナナメの関係、コミュニ
ケーションをつくる場

高齢者

名前変える!!
何かカッコイイ
名前!!

河原町団地
改善！

多世代交流の場づくり

きっかけづくりと場の提供

高齢者地域デ
ビューセミナー（なな
めの関係づくり）
・公園体操 ・入試
・寺子屋 ・仕事
・子育て支援
／＋場所

高齢者が地域のた
めに活動するお墨
つきときっかけを

行政は交流の場と
きっかけをつくるだ

けで良い

民
間

高齢者への
仕事のニーズを
提示してもらう

高齢者の働ける
機会の創出

高齢者が働く場づくり

若い人が年金を
心配している？
川崎福祉充実を
アピール！

高齢者にインセン
ティブを与える
チャンスづくり

子どもとのコミュニ
ケーションの機会

地元の支え
支援必要な人の

開示
・症状
・して欲しい
こと

地元の商店
お買い物特典
カード作成
ーメリットー

高齢者への
特典・メリットの

ある社会（老人向け
サービス）

お買い物

歩く必然

人と会話する

地域に出て行く機会をつくる

多世代交流の機会づくり

主婦の減少 コミュ
ニティキッチン

食育の充実
対象）子ども、

働き世代、
シニア

気楽に
立ち寄れる場

資格がなくてもでき
る範囲でのシニアに
よる子育て支援

高齢者だけではなく
子どもも女性も

集めるのではなく

集まるような魅力的
な場づくり

教育面での
（小・中学校）
差し込み
（老人保護）

高齢者を大切にし、
敬う習慣（文化）の

醸成

教育の場を通じた多世代のコ
ミュニケーションの機会づくり

常に運動する
習慣づくり、
イベント 認知症予防方法

（訓練）広める！

日常的な運動
機会をつくる

マスターズ大会に
よって動機づけ 多摩川に

民間活用による
スポーツ拠点を

イベント

川崎マラソン

運動のきっかけづくり

○○才になったら
特典

カード送付
行政の仕事

民
間

介護しない介護法
の 要 確立

高齢でも働ける場
（心身の健康）

メリットづくり、見える化

メタボリック指標に
よるＰｏｉｎｔ制などで

動機づけ
健康度認定
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１
】

川崎市総合計画市民検討会議・第2部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】H26.12.21
１ 「子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり」（主に就学前）

何でも話せる
親子関係をつくる

食育・お金の使い方

しつけ・体験、親子のコミュニケーション

子どもの
健康・食育

小学生の頃から
正しいお金の
使い方を教える

親子で参加できるイベ
ント作り（共働き家庭

のコミュニケーション）

お年寄りの話の
聞けるイベント
作り（昔話）

地域でのサポート

親のつながり
ママ友の情報交換

親の交流の
場づくり
機会づくり

親同士のつながりづくり

困っている人に
集中的に支援を！
（ちょっとした病気での医療
に支援はいらない。高額
の人は必要でしょう）

遊びの
豊かな教育育児サポート

２ 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」（主に学校教育） ３ 「若者が社会的に自立し、幸せに生きていくために」（主に若者）

ゲーム、ライン等
の時間を決める
（約束させる）

親が子どもの
交流を支える

子どもの交流

小学校での体験学習
に地域の人が参加。シ
ニアの人にもサポート

してほしい

学童保育では、
・地域シルバー
・OB・中学生
等が公園で遊び方を
教える活動をしてい
る

地域を子育てと防災
で結ぶ“学童プラザ

(仮称)”構想を推進！

体験の場

働く価値観の育成

人生・職業の
ビジョンを考える
機会づくり

多世代交流・多機能連携

ふるさと的な場が
必要。学童への
里帰りなど有効

男女の出会いの場・
きっかけづくり

最大規模
「街コン」開催

結婚を促し支える

学童プラザ

キャリアサポート
かわさきありがとう！
うちの子がお世話に
なりました。

家
庭
で
で
き
る
こ
と

地
域
で
で
き
る
こ
と

行
政
（
学
校
）が
や
る
べ
き
こ
と

《
ま
と
め≫

川崎の資源の魅力を最大限に活かしたビジョン・希望を育む体験
の提供

子どもの主体性・創造性を養う余暇・遊びを支える地域づくり・行
政のサポート

子どもの好奇心・集中力を育てる交流・コミュニケーションを支え
る家庭・地域・行政

「100％わかる」を支える地域・学校づくり

待機児童の不安のない“実感ゼロ”

伴走型子育てを支える地域・行政

子育てを気軽に相談できるネットワークづくり

多様性を受け入れる開かれた地域づくり

安心・安全で年代に応じた楽しい遊び場づくり

しつけは家庭ででき
る（親が見本をやっ
てみせて教える）

親子で色々な体験を
一緒にやる（一緒に
出掛けたり、料理、そ
うじをしたりetc.）

子どもの
伴走者になる

遊びの場

ゲームと遊びを友達
とできるよう促進、
環境づくり

困ったときの
地域のサポート

子育て中のお母さん、
お父さんが悩みを
相談できる場所が
あるとよい

多世代交流、イベント

待機児童

待機児童の情報の

リアルタイムでの公開
（待機児童数、
施設状況等）

病児ケア、父親が休ん
でケアできる環境、
ベテラン先輩に学ぶ
ネットワーク

育児サポートの
・場の提供（安価）
・情報の公開/共有
・サポートママの
認可

子育てサポート
の認知 場の活用

場としての学校を
活用するホームページを

もっと活用する

病児・医療

民間の活用・民間への啓発

市民・民間の取組
（施設・人材）を
行政が活用する

企業への育児支援
の推進（条例or助成
金・法人税減税）

働きながら子育て
できる環境づくり・
職場づくり

保育は職場側の
配慮も必要

保育園と幼稚園
しつけ、

就学時の学力

子ども同士が
交流できる環境

子育て経験の
多世代交流

子どもが行きたくな
るような楽しい場所
が近くにあるとよい

コミュニケーション

親子の
コミュニケーション

コミュニケーション
能力を育てる

好奇心を育てる 集中力を育てる
何事にも好奇心
を持たせる

子どものなぜ？
どうして？に

じっくりと付き合う

好奇心・集中力を育てる

子育ての地域拠点
（学童の活用）

地域での学び

せめて小学校は100％
の子が「分かる」になっ
てほしい。できない子
の学習支援の仕組み

を地域で

地域で学びの場
勉強会

塾にこだわらない
高齢者でその道の
ベテランの協力で
勉強心を育てる ビジョン・希望

人生のビジョンを知
る・考える・体験する
機会（企業連携）

ハイテク企業と連携
商店街

学力・成績でなく、
主体性・自尊心・
希望を育てる教育

目標（希望）を
持たせるために、
なりたい職業の体験
（地域企業との連携）

川崎の産業や技術力
etc.教育で夢や希望

を伝える

「音楽のまちかわさ
き」音楽で夢や
希望を伝える

東京オリンピックに
向けてスポーツで
夢や希望を伝える

さまざまな
学びの場を提供

多様な学びの場の
情報提供

子ども長期休みのサ
ポート、夏休み中共働
き世帯わくわくプラザだ
けではケアが不足

遊び方（ゲーム以外）

を教え、楽しさを体験
する場の提供、夏休み

の寺子屋等

小学校高学年の長
期休暇中の受け皿
がない、塾しかない

小学校の活用
週末はスポーツ少年
団に専有されている

受験にとらわれ
ない教育選択肢
の提供

中高一貫の目指す
ところは何？

公立中学のあり方

民間人材（産業・
音楽・研究）から
の経験談・刺激

民間で成功した
人を招いて話を
聞く時間を作る

川崎・仕事の
魅力を伝える

教育の選択肢

・行政は場を提供

・地域は知恵と人材
を提供

・仕組みはみんなで
知恵を出す

多様な
学びの場

フリースクール通信
制などニーズに合
わせた教育づくり

休み遊びの活用

学力・体力を養う
行き場づくり

・学校でイベント
・夏休み水泳教育

・学校でボールを使
えるように

公園・学校などの場の活用

奨学金制度
の緩和

複合化

長期的な観点によ
る複合施設化（保育
～小中学～介護）

再チャレンジできる
人材支援、職業教育、
キャリア教育

若者限定
起業支援

就職支援の
情報提供・
アクセス支援

就職支援（情報提供/キャリア教育）

結婚観の醸成

・色々な職業シニア
の話
・旧友との話
・広く考える場

人と交わる場、
多様性を学ぶ場

気軽に行ける多世代
交流できる場所（子
育て中の人、若者、
老人、病気の人な
ど）があればよい

ボランティアの
良さを教える

仕事をして
生活をしての
当たり前を教える

使命を与える！
向上心！

何でも話し合える
家庭にする（励まし
続ける）子どもに
自立を促す

働くよろこびを
親が子どもに
話して聞かせる

バブル時代子ども
だった人々がニート
になる。生活するた
めに仕事をして、仕
事のストレスを解消
するためにスポーツ
なり趣味を楽しむ生

涯！

中学3年生くらいまで
には、自分が将来ど
んな職業に就きたい
かをよく考えさせよう。
このために、その道
の達人の話を聞かせ
る機会を大いに
増やす

待機児童ゼロの
先のケア

保育所入所条件
ポイントの見直し

（兄弟、親戚、時短等）

子育てを相談し、サ
ポート（一時的に病
児ケアあずかりetc.）
可能な保育サポート
ママ等の制度

多世代が交流・多機能が連携し、気軽に集まれるかわさきの
ふるさとづくり

働くよろこび・価値観を子どものときから考える仕組みづくり

多様な市民が支え合うコミュニティづくり

再チャレンジできるキャリア支援と就職支援の情報提供
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地域のコミュニケーションup
で安全・安心な地域をつくる

川崎市総合計画市民検討会議・第2部会 グループディスカッションまとめ【グループ2】H26.12.21

家
庭
で
で
き
る
こ
と

地
域
で
で
き
る
こ
と

行
政
（学
校
）が
や
る
べ
き
こ
と

《
ま
と
め≫

子育てを孤独な育てにしない
場づくりを!!

家庭で！

家族で一緒にみる
TV番組など！

自治会等で声掛け
の近所回りを定期

的に行う子育てサロンの
場を増やす

両親・親戚の
職場見学・体験

働く姿を見せる

学校
・自尊心育成
・企業教育体験
・福祉施設－奉仕活
動

大人が学校教育に携わ
る機会づくり

ボランティアを教育
に取り入れる

中間就労の
場を作る

就業機会

就業のよろこび

国に任せる

本格就労の前段階

１ 「子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり」（主に就学前） ２ 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」（主に学校教育） ３ 「若者が社会的に自立し、幸せに生きていくために」（主に若者）

辛い状況にある人を１人にしない!!
ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ：困難な状況にある若者を抱える家庭の支援を地域で
普及・啓発
引きこもりの若者が地域で活躍する場をつくる

“働く”をリアルに感じる機会づくり
中間就労の機会をつくる
教育段階での情報提供、体験機会を多様に!!
“若者の自立”に家庭・地域・行政・民間が横断的に取り組む必
要あり!!

大人が学校教育に関わる機会を作る!!
プロ人材、地域の高齢者、企業人、ボランティア
コミュニティスクールの増設など（学校の施設以外にも地域で使える資
源があるのでは？）

子どもの学びを中心においたカリキュラム・学校運営
ムダな事務を減らせないのか？先生を追い込まない環境を整備し、先
生にも自信を
子どもには自尊心と必要なしつけを

子育て世帯を多世代で支えるしくみづくり
交流の場づくり、集える環境をつくる

川崎市として必要な福祉サービスの見極め
周辺自治体との比較
メリハリをつける or 周辺自治体と同水準を目指す

安心して預けられる保育環境の整備
施設、人材

子育てサービスを支える財源の多元化
税・利用者負担以外の財源の確保

子どものコミュニ
ケーションの機会を

夫の育休取得
－在宅勤務－
切り替え

多様な働き方を可
能に！

保育環境（施設・人材）

ママ友づきあいの
悩みなど、人に言
えない悩みの相談
の場も必要

子育てを支える
地域の人々の
参画を増やす

子育て家庭に
対する企業の
支援が必要

支援しやすい業態
や、支援に積極的
な企業を誘致・
支援する

保育所の
設置環境の改善

保育サービス
スポンサー

（ネーミングライツ）

子育て、教育関係
の公共施設の

ネーミングライツを
売って財源とする

民営化に伴う保育
士の資質の向上
（若い保育士）

民間保育士の雇用
条件の改善が必要

“医療費”“保育サービス”
周辺自治体並みに？⇔メリハリを出していく？

医療費：中学まで
助成充実

（対象年齢引上げ）

定期健康診断
（インフルエンザ）
のお知らせ

情報提供が
不十分

福祉のメリハリを
つける部分に
疑問がある

本物に触れる
機会を多くとる

世代を超えた交流
から興味や考え方

を学ぶ
自分で考える
能力

興味・関心を持つ機会
を!!

プロフェッショナル

との交流！

企業人の教育
への活用

地域の才能をもつ
高齢者の活用

コミュニティスクール
を増やすために

教育の在り方
（市教育委）
改善対策

カリキュラムの改善、

教員の資質の向上

全ての学校をコミュ
ニティスクールに

コミュニティスクール
地域・地区による格差が
あるのでは？

教育の根本 大丈夫？
先生忙しい！
地域の力を使っては？

学校の勉強だけじゃない!!

子育てしながら
女性が働くのは

仕事が好きだから
か、経済的理由か

それによって
支援の方法が違う

子どもの興味の先
を学べる場を育む
（勉強も含む）

授業でわかる！

自信を持たせる教育へ

モンスターペアレンツ
の減少へ

子・親・教師の主張
や立場

誰が主役？子ども？親？
働く理由に応じた支援

世代を超えた支援の中から

自信や自尊心は大切。
アメとムチ？

学校教育のカリキュラムの中
に“働く”を意識する機会を

教育の段階から就業
を意識したカリキュラ
ムをしっかりする

国と市の役割分担
をよく考えるべき

就職活動の仕組み
を変える

働くことの意義・
実態を学校教育
で教える

教育に民間企業の
育成支援を

現代うつの困難
状況の普及・啓発

サポートしている企業を

ほめよう！

就労の機会
「働く」を経験する機会

国がやるの？
自治体がやるの？

職場体験を
たくさんする

仕事のやりがいを
体験（自分が人の役
に立つということ）

家庭・地域・行政・民間が
横断的に取り組む必要あり

活躍できる機会を
地域でつくる

ほめる
自尊心をつける

行き詰っている家族
を地域で支える

辛い状況にある人を抱
える家族を１人にしない

現代のうつ病の
カウンセリング

ニート、ひきこもり

自信を持たせる
（ほめてあげる！）

ニート、ひきこもり

成功した人を活用する

つらい体験も共有すれば
救われるのでは？
ピアカウンセリング的な･･･。 ニート、うつ、ひきこ

もりを乗り越えた人
の経験を広める

国と市の役割分担
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第
２
回
全
体
会
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ま
と
め

川崎市総合計画市民検討会議・第2回全体会 グループディスカッションまとめ H27.1.25
テーマ：「災害から生命を守る地域の助け合い」

緊急連絡カードを
準備する

モノ・情報などを備えておく

自助と相互扶助
が大事

自分で自分の身をまず守る

自
分
・
家
族
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
）

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
共
助
）

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
（
公
助
）

《
ま
と
め≫

各家庭で減災に取り組む。積極的に防災訓練に参加
・事前に家族で想定する（備蓄、電源等）
・中学生も防災訓練に参加

町内会などの状況を把握する。町内会などの組織改革も必要
・リーダーの研修・育成、若い人たちを巻き込む

インターネットなどを活用して若い人を取り込む
市民に届く!! 情報提供
・災害後、情報が届くように
・アナログ、オフラインの対応も必要（高齢の方を対象に、隣近所のネット
ワークをつくっておく、人のつながり・助け合いが重要）

地域主体の体制づくりと備え

・リーダー育成、弱者支援、学習・訓練、地域とマンションの連携

市民と市の連携による情報の整備と普及

・多様なケースへの対応、地域の協力による経費の抑制、伝わる仕組

モノ・情報を備える（自助）

学童などの地域資源を活用した地域の取組

適切な避難所・ルートの確保

防災グッズの用意
（100円ショップ活

用）

自宅に水、食物、
ラジオを
用意しておく

避難防災マップ、
場所を確認して

おく

防災訓練への
参加を高める

防災バッグの
備え置き

防災意識

減災への取組
各家庭で

自分が
生き残るように

防災ネットワークを
町内会（狭い範囲）

で築く

減災の取組を進める
（考える）

自分で自分の身を守る
・家具の固定、食料の備蓄、水・燃料の確保

家族の中での情報共有
・別の場所で災害に遭う前提に立った事前準備を

地域の中での情報共有
・孤立化を避ける。半径20m以内の近所のつながり強化
・地域相互の助け合い → 川崎市全体での助け合いへ発展
・平時からの近所のコミュニケーションの強化（移住者、若い世代、マンション住民）

緊急時や災害時のインフラ整備
・避難所の整備、物資の備蓄、情報共有のインフラの確立

1G 2G 3G

自分で守ることが
大事

地域の取組

地域とマンションのつながり／リーダー育成／
弱者の支援／地域主体で学んで備える

日常的な訓練
が重要

番地単位の避難
訓練を定期的に
避難所まで

防災のための
ネットワークを作る。
新住民の位置付け

身近な単位での
取組促進

地域（町内会・自治会）を通じた
日頃のコミュニケーションの向上
コーディネーターの増強
（自治体による指名）

マンション単位の
自助手法と
コミュニティ

町内会としての
歩行者困難リスト

の開示
自助でできることを多くの
市民が把握すべき
話し合う機会をつくる

学童を核とした
地域の取組

学童保育の場所を
防災拠点として活用
“学童(保育)プラザ”

学童OBやシニアを
活用した防災シス
テムの構築

新住民ネットワークの
サポート

子ども関係の
つながり強化

・炊き出し等の食料の場
・困ったときの相談の場

マンション
コミュニティ

つなぐ
地域防災
学童プラザ

行政による
場づくり支援

家族で参加
子どもができる

活動

「参加型」の
防災意識
（訓練）

避難場所の高・低
を考え、作っておく

避難所の
増設、充実

高い建物、
公共施設の
情報共有

逃げている最中に
どう誘導するのか

避難所と
ルートの
適切な
確保

全員参加の
訓練機会

情報整備への
市民参加

訓練の強化
震度7程度を想定
しての地域ごとの
訓練（特区）

危険地域の
明確化

津波対策

情報を整備し、届ける
（多様なケースに備える）

避難所、防災
ハザードマップ、
情報の周知徹底

防災情報の
周知・徹底

（きめ細やかに）

地震に関する統計
資料を学校などで
配るとよい

「最悪」の事態を
想定しておく
（多種多様）

市民協働で
コストダウン

防災マップの
コンパクト化

災害危険個所
を決める

危険災害区域
の指定・公表

防災訓練

防災訓練

自主防災組織

自主防災組織へ
若い人を加える

自発的に
参加

ネットを
使って

マンション・町会で

防災シミュレーショ
ンの実施の希望

を出す

主体的な
参加

事前に想定
しておく

時刻・場所を想定
したやるべき
行動の想起
（意識の向上）

備品＋
メンテナンス

災害後のことを
家族で事前に共有する

家族で備蓄を
しっかりする

防災グッズ
の準備と
メンテナンス
消費期限等

避難場所の明示

（学校、宗教団体、
企業の協力）

電源の確保

リーダー研修

地域組織の
改革

連携して情報
が流れる
ように

行政・地域・
市民の連携

積極的に地域
で防災訓練

消防団と町会が
協力した訓練を
重ねる地域の中学生

が参加

中学生も交えて
避難訓練を
実行する

地域の組織や
準備の状況
を把握する

地域の構成
どうなって
いるか

地域を知る具体的な助け合い
のプランを共有
備蓄、避難場所、
リーダーは誰？
どこにいる？

地域の社会資源
（NPO、団体等）
を知っておく

（そもそも）町会の
力をUPさせる

町会の力をUP
参加する!!

班単位で
行動できるように

町会閉鎖的

消防団
若い人少ない

アナログの
対応重要

情報発信

ネットを使って
若い人を
取り込む

ITの活用

行政は何を
どこまで

準備しているか

リアリティのある
マニュアルを

発災直後の
情報提供

川水、海水、湖水
の浄水化

飲料水の確保

事前のインター
ネットの活用

（若者の巻き込み）
・ボランティア登録
・情報発信

インターネット
の活用
・twitter
・Facebook

防災対策などを
しっかりPRする

市民に届くように

「備える。かわさき」
届いていない？

電話以外の
情報インフラの
事前整備

津波防災マップが
わかりにくい
（主要駅の文字
データを加える）

市で食糧等を
しっかり備蓄する

防災バッグ
の販売

具体的なハザード
マップと理由、対策、
どこに逃げる？を
市民と共有

作るだけじゃダメ

共助が基本で
あることの告知

情報提供の
アプローチ、
手段の簡単化

市民に届く情報発信

若い人を
巻き込む

家の中で家具が
倒れてケガ、、
ということが
ないように対策

LEDライト、
ホイッスルの携行

（小中学生に全配布
できないか？）

安全な場所
でしゃがみ
頭を守る

自分の身は
自分で守る

ex.備蓄

防災グッズ
の備え

食料etc.備蓄

家族の中での情報共有
（別の場所で災害に
遭う前提で）

ある程度の水、
食料の備蓄
燃料も

バケツ、風呂に
水を溜める

家族での
落ち合い場所
の事前確認

連絡手段
（メール、親戚、
災害伝言版）家族内での

話し合い
防災グッズの整備 家族で連絡

方法の確認
（災害時メール
あったが、、、）

市民相互で助け合えるまちを!!

どこに誰が住んでいるのか？
（半径20m以内の災害弱者の情報を把握）

回覧板は今でも
あるのか。

なければ回覧板
復活

近所にどんな人が
住んでおられるか
の情報をもつ

近所の状況把握
（火災、要救助者）
⇒救助・連絡

顔を合わせる機会を！

マンション自治会
での情報共有

他県からの移住者と
のコミュニケーション
（音楽イベントetc.）を
とり、孤立を防ぐ

民間商業施設、
企業などの
対応力の向上

避難拠点における
対応力の向上
（備蓄など）

災害時の対応力
の強化
（行政）

行政機能の
麻痺の防止

（ex.相互応援協定）

地域内の資源に
関する情報提供

避難場所の
事前周知・案内

避難場所、
避難経路の明示、
掲示、案内板!!

公助が機能
しない前提

全住民に
よる訓練

避難訓練
の実施

現在は避難所運営会議
として実施

情報共有があって
はじめて成立するもの両方を

高める努力を

イベント的に
（縁側で、
スポーツで、
音楽で、）

楽しい！

古い建物を
どうするのか
2次災害予防

避難経路
（特に自転車）
の整備

（特に南部）

LEDライト、
ホイッスルの
提供（市から）

携帯用（小中学生）
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雨の日の自転車
使用は危険
（公共交通を
増やす）

マナーを守る

川崎市総合計画市民検討会議・第3部会 グループディスカッションまとめ【グループ1】 H27.2.8
１ 「超高齢社会における地域交通のあるべき姿とは」

歩く意識の向上
（健康維持・

お金かからない）

企業による
徒歩促進

２ 「少子高齢社会における地域居住のあるべき姿とは」

自
分
・
家
庭
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
）

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
共
助
）

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
（
公
助
）

《
ま
と
め≫

北部・南部など地域の特性に応じた地域交通基盤やルールの整備
家庭・地域・行政が連携したマナー・ルールの啓発・徹底
→家庭での教育、地域でのムーブメントによる意識改革、特に中高生に向けた学校での啓発、
一時利用自転車（駐輪）の整理に関する行政から商業施設への要請等

地域ぐるみの取組や企業による支援も生かしたウォーキングの推奨
→市民自ら歩く意識を高め、地域のまちづくりウォーキングや企業による徒歩通勤者への支援、行政によるベンチ設置等

地域での乗り合わせの推進による高齢者等の移動ニーズへのきめ細かな対応
→マイカーを活用したボランティアのオンデマンド交通や、シルバー専用の三輪車タクシーの導入など

自転車レーンの整備促進と、簡易な青色着色など「できるところから」の迅速な対応
地域でのデマンド交通など既存の路線バス、コミュニティバス等の利便性向上の推進
→民間と連携し、路線バスの利便性を高める（乗り換えフリー、大型病院を拠点化等）

時間帯単位など場所のシェアで駐輪スペースの確保、カーシェアリングの推進

歩く楽しみを感じる
まちづくり
ウォーキング

地域に応じた
ルールの整備

ベンチ設置

徒歩 自転車 公共交通 住まい 身近な住環境

徒歩利用者への
メリット

（健康・環境配慮）

マナー教室
地域で

高齢者宅の
シェアハウス

高齢単身家屋の
アパートメント化

（独立防止もかねて）
シェハウス化（安い）

高齢者の“下宿”
のイメージ

高齢者 若者のシェアハウス

若者の定住者増加
施策の拡充

少子高齢化を
弱める

企業における支援
（補助）

サイクルレーン・
バスレーン
の整備可能？
自動車利用が
減っているなら

自転車は車の仲間と
するならば、自転車
が安全に走行できる

環境整備
青色矢印を
全道路に

自転車レーンの整備
駅前駐輪場
（地下化）

北部住宅街の
自転車用

エスカレーター
の整備（坂道）

地域ごとにルールを
決める

自転車レーン・
青色矢印

自転車損害保険
の加入促進・PR

駐輪場の整備
（一時利用）

駐輪・通勤と一時利用区別
一時利用のための

商業施設への整備要請

駐輪場一時利用

商業施設
への要請

市外へのバスの
交通アクセス

コミュニティ巡回
小型バス運行の拡大
既存送迎バスの
活用（乗り合わせ）

シルバー専用
バスの整備

公共交通の
多様化

地域で自家用車
などを活用して

地域で乗り合わせ

三輪自転車タクシー
シルバー専用
ベロタクシー

デマンド交通

御用聞き買い物
の奨励

それぞれがマナーを守る
（歩行者も、自転車、車）

マナーを守る・ルールの徹底

交通ルールの周知
中高校生への教育
（特に高校生）
傘無し・左側通行・
無灯火・一方通行

安全のために気をつけること
・右見て左 右（車は左側通行）
・左折車からはよく見えていない

青信号 安全

市民の意識改革
安全性

バスより安いから自転車
エコだから自転車

南部は自転車が
中心

家庭で教育 行政指導

着ぐるみを着て
お年寄りの不自由
さを体感する

利用者の視点

民間との連携

アプリなどを使った
タクシーサービスの
高齢者向けサービス
（規制緩和）

サンフランシスコ

ＷＥＢを使って乗りたい
人と乗せたい人
をつなげるサービス

買い物支援サービス
（民間）

路線バスの
利便性アップ

路線バス
乗り換えフリー

公共交通
大型病院への
アクセス・拠点化

バス路線

開かずの踏切

小杉～尻手の
開かずの踏切
道路を遮断する
時間の指導

災害時なども有効

若者への同居条件
付賃貸ルーム

子育て世帯を
誘致する施策

子供向け医療
の拡充

周辺都市との
差を考える

人口増加を図る

納税者の
定着

子どもと高齢者の
施設を一緒に

保育園＆幼稚園を
養護ホームと一緒

にする
（小学校も有）

多世代交流

子どもの地域的交流の
活性化

子供同士のみではなく
様々な知識や技能を有す
る大人との学内・学外での
交流機会を増やす
（ボランティアの公認）

地域で管理する！
絵とか音楽も

シェアＢ＆Ｂ
の地域版

川崎の空き家
家ではなく部屋
が空いている
ことが多い

空室ごとの
不動産仲介

空家の公共的
利用に対して
固定資産税の
補助や

都市計画税の
一部減免

空き家の有効活用

高所得の人を
どう呼び込むか

ホームレスに
体育館の（夜間）

貸出し

安い住宅も
必要

セーフティーネット

川崎に呼び込
むことが大切

課税対策所得は政令市
では高いが、周辺都市
と比べるとどうか
（但し、特別区は
事情が異なる）

カーシェアリング
拠点の整備

カーシェアリング

小杉の成功例の
横展開

小杉の成功例を
参考にする

バリアフリー

古い建物の改修・
UD化支援

住み替えの
促進

宅地の買い取り
転居先サポート

有閑宅地用地の有
効活用

親子同居・
隣接居住
の奨励

親子・親戚の同居or隣接居住

同居のための改修
に対する補助
（神戸市）

高齢者支援に特化

若い人の移住
高齢の方の施設

団地の有効活用

限界団地への
取組

むしろ集める

利便性がいいから成り立つ
住みたい街になれば人は
集まってくる・イメージUP

まちのブランド力ＵＰ

公園などの交流施
設を多機能化する

地域内交流の場の拡
大のため公園・施設の
多機能化の推進
地域の自主管理

高齢者向けグループ
ホーム

・孤立しない

近隣で家庭菜
園をつくる

共同菜園高齢者の
グループホーム

一人暮らしできない
条例をつくる

一人暮らしをしないようにする

交流できる場が
必要

多世代交流

ゆるやかな
ネットワークが

大切

日頃からゆるやかにつながる

借家は（公的な）低所得者
向けだけでいいのでは？

場所のシェア
駅前の土地

民間の土地借りる

場所のシェア

企業に対して指導
する（通勤）

シェアリング

ゆるやかなネットワークづくりを進め、なるべく一人暮らしのない（孤立化しない）地域づくり
→日頃からゆるやかな地域のネットワークを構築し、災害時なども対応できるようにしておく

高齢者と若者、高齢者と子どもなど、地域での多世代交流・居住の促進
→保育園と高齢福祉施設の複合化（教育効果も期待できる）、高齢者と若者のシェアハウスなど

既存の団地や空き家を有効活用し、住み替えや改修をサポート
→団地の有効活用、空き家の有効活用、バリアフリー改修の支援制度など

税金をたくさん納めてくれるような世帯や子育て世帯の誘致・定着化

親子や親戚が近くに住んだり、高齢者同士が同居したりできる仕組みづくり
→同居改修支援、高齢者のグループホームなど

高齢者を含む低所得者のセーフティーネットとしての安価な住宅の提供

公園など人が集まりやすい場所の多機能化と地域での自主管理の推進

地域での啓発
家庭・地域・行政
の連携

ボランティア教育

バスレーンの
整備

賃貸では住むが
定住はしない

民間の取組モデル

地域の活動に参加
することを条件に安
く住める制度もある
（千代田区）
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川崎市総合計画市民検討会議・第3部会 グループディスカッションまとめ【グループ2】 H27.2.8
１ 「超高齢社会における地域交通のあるべき姿とは」 ２ 「少子高齢社会における地域居住のあるべき姿とは」

自
分
・
家
庭
で
で
き
る
こ
と
（
自
助
）

地
域
で
で
き
る
こ
と
（
共
助
）

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
（
公
助
）

《
ま
と
め≫

自転車マナー・意識向上が必要
→特に高齢者・子育て世代（２人・３人乗り、電動自転車）、若者への普及啓発→地域での講習など

安全に自転車が利用できるハード整備
→歩道・車道・自転車道の区分け

コミュニティ交通の活性化
→最適な手段をえらぶこと→課題は収益・解決のアイデア！

路線バスをより使いやすく！
→利便性向上・丘の上まで！

市民の安全と利便性がupする道路整備
→プライオリティの高いものから→幹線道－接続と立体化、一般道－自転車・車道の区分け明確に

駅ロータリーの歩行動
線の見直し

（レイアウト変更）

公－自
自転車の活用

・歩道と車道との区別化
・マナー

コミュニティ交通の活用

歩道・ロータリー

駅のバスロータリーと
歩きの連係が悪い
（バス待ちと歩き）

徒歩 自転車 公共交通 住まい 身近な住環境

高齢者は歩く 健康な人が支える

地域での啓発活動を！

特に
高齢者・子育て世代・学生（若者）

ソフト・啓発も

ハード整備も

ex) 港北区の
まちづくり

実例有り
環八？

幹線道路で
立体交差

できるのでは？

丘の上までバスを
（麻生区）

市外へのバスの交
通アクセス

公－公

川崎市の縦の基幹交
通の充実

・尻手黒川の拡幅
・南武線の大量化

あえてリニア新幹線に
合わせたトンネル拡張
で新百合・宮前－等々
力を通す地下鉄を通す

プライオリティの
高いものから
整備を

深夜のお迎え
勾配もきつい

実例有り
民間との調整は必要
市バスでできる？

収益は必要

・ＩＣＴの活用も（オンデマンド）
・企業からの協賛
・バス車両のシェア

公助－公共
道路の限界の見きわめ

対策を早めに
選択と集中で見直せ
切り捨てて予算を生む

路線バスでも社会実験的に
取り組むことができるように

公助－公共
臨海部へのアプローチ
１．地下鉄（最終目標）
２．コミュニティバス（当面）

３．乗合タクシー

コミュニティ交通の活性化
全国レベルの範となるく

らい！！

コミュニティバスの
賛助企業を募る
企業協力も

路線バスでも社会実験的に
取り組むことができるように

ex) マイクロバス
時間・頻度乏しくともよいのでは？

ＵＲなどを活用し、
持ち家に
こだわらない

高齢になったら
子供と同居か近居
子育て、孫の成長

高齢者層の住み替え
高層Ｍ 低階

空家利用 等価交換

「持家」にこだわらない

ライフステージに合わせた
すみ替えを！

流動性を高める取り組みを

民間と
連携して

少子高齢化が進んで
おり、単身者の孤独死
が多くなっている

高齢者のコミュニケー
ション作り

月に3日～4日の友の
会を作るべき

サークル活動の
活発化とＰＲ

超高層マンションの
コミュニティルーム
活用（多世代交流・
新旧住民交流）

高齢者の方が気軽に来られる場を

今の憩いの家を
改革する？

世代を越えた交流を創
る取組み

①シニアの保育参加
②住替互助金

中長期的展望に
立った公共施設の
策定・建設

例）武蔵小杉の小学
校 20～30年後の
老人施設利用

地域コミュニティの充実！！
⇔交通整備と相乗効果

施設転用を前提とした整備を！！

ex) 保育の場・学童施設

子育て世代への居
住費支援・ミスマッ

チ解消

同居減税
（70歳以上の親と同
居の世帯）
住民税軽減

持家の賃貸化の促
進

駅遠一戸建て
駅近マンション

家族構成の変化に
応じて住み替えられ
るしくみ作り

等価交換システム

損しない（等価交換・依頼関係も）

コミュニティの活性化につながるような

生産労働世代が長
く住み続けられるた
めに必要なことは？

公助

健康長寿のため“貯筋体操”
開催場所を増強

近くの集まりたい施設充実
（商業・文化・コミュニケー

ションの場）

医療サービスの充実

20年後、30年後を意識しながら

付加価値は？
多世代交流やコミュニティでは？

市民生活の安全を
熟慮した行政を！

やめるものはやめる

歩道・自転車道の
整備！

スマートカーシェア
リング・自転車シェ
アリングの促進

自転車マナー・意識向上

なるべく歩く
健康のため

重い荷物を届ける
手伝いをする

自転車
電動付のマナー
スピードを出して、
子ども乗せて、

歩道を走るケースが多い

高齢者の自転車
事故が多発し

改善の余地が必要

自転車購入時（購入
者）に利用のマナー・
交通ルールを
啓発する

多世代コミュニケー
ションの機会・場所

づくり

老人と子どもが交流
できる場（保育園・
学童保育ホール）を

開放する

学童は日中は空き状況

老人の保育への参加
のコミュニティエリアへ
の活用が可能

多世代交流の場作り必須！

川崎の中での

行政が促進策を

税制改正必要では？

住み替え進むしくみ作りを

多世代交流の場作りを！
→保育・学童・高齢者施設 公共施設整備の過程でミックスを！

20年後・30年後を意識したまちづくりを！
→「転用」を前提とした整備を。成長期→成熟期までを計画段階から意識

ライフステージに合わせた住み替えの促進を！
→流動性を高める！持ち家信仰から脱却する。ＵＲ・賃貸化の促進

公共によるしくみ作り
→川崎市内での等価交換

川崎市に住み続けたくなる魅力づくりを
→医療サービスの充実→商業文化→コミュニケーションの場づくり
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テーマ：「川崎の魅力をどう活かすか」
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イメージキャラクターの発掘・活用
・ゆるキャラ、代表的著名人の活用、シティカラー（明るい色へのイメージ転換）、
市マークの民間活用促進

先端企業とのコラボ 大学との連携、子どもが参加可能

自然を活用したイベント 音楽フェス、スポーツイベント・環境学習

全国大会の誘致 スポーツ、文化等

海外・他都市へのアピール
・ホームステイ等への受け入れ促進、障がい者・高齢者スポーツやバリアフリーのＰＲ

文芸・スポーツ分野で高い技
能を有するアマチュアが気軽
に展示会・実演会・指導会が開
催できるように市内のあらゆる

公共施設を開放
企業にも協力要請

アマチュアが交流・展示
会しやすいように

アマチュアの活動を
活性化・交流促進

川崎の魅力は何か、捉えなおす
・ライフステージの観点、世界で戦えるレベルの魅力をみつける

既にある魅力を生かす
・音楽 大学・スポーツ・環境や産業集積・エネルギーの取組への市民の積極性

ＰＲ力を高める、伝える力を持つ
・他都市と連携－グローバル、他都市と差別化－国内

・マスメディア向け、大規模（音楽・スポーツ）、ＰＲ戦略（ターゲット、コンテンツ、媒体）

魅力を高めるための改善点も 健康プログラム・美化

市民が情報を受け取る力をもつ
・受け止める力がなければ伝わらない、外（マスメディア）から市民へ伝えることも有効

1G 2G 3G

将来の担い手発掘・育成
技術の伝承

（民間にとってのメリット）

企業の社会貢献を地域
の人材育成に生かす

世界に発信する
研究開発のテーマ確立
（キングスカイフロント）

企業に協力を要請

毎週のようにイベントが行わ
れているので参加する

市民がつくる
エネルギーの取組
（エネルギーの
安全保障）

身近にある資源を使う

環境・エネルギーは重
要なキーワード

・川崎市もさらにすすめ
てほしい

・市民の取組を応援

音大生の練習の場・
イベント、ＰＲ等を
提供する、来てもらう

プロスポーツ
学校教育
への参加

LOHAS（健康づくり）
を川崎の魅力として

ほしい

民
間
で
で
き
る
こ
と

LOHAS
健康

大きく積極的な発信を！

環境
エネルギー

川崎らしいインパクトあるイベントを！

音楽
スポーツ

フロンターレを
日本一に

（順位・観客動員）

東京オリ・パラにあたり
東京 横浜の中心
にありビジネスを広げる

汚いイメージを払しょく
・道路にゴミゼロ
・カラスゼロ

強制力を持ってやるべき

場所を決める
マラソン文化
情報発信する

相続時の寄贈＆
ネーミングライツ

産業都市

住みやすさ

発信力をどうつけるか

産業都市としてのイ
メージアップ戦略を
ハイテク・研究開発

今でも川崎は魅力のある
まちである
・住みやすさ
・仕事がある、など

取組を続ける必要はある
と思う

交通

地下鉄のある市となってほし
い（せめて青写真を）

１．道路のパニックが心配
２．臨海部 ＪＲ川崎 新百合

黒川をつなげる

海外旅行者等の
受け入れ・アピール

家族でのスポーツ
観戦

海外からのホーム
ステイ、仕事の
受入れ

（農業～起業、
産業まで）

市外にいる友人
知人を招待する。

実際に見てもらう、
案内する

産業PRのための
コンテスト

（技術競争を紹介）

企業の特技を
活かしたこども
の大会を開く
（ロボット大会を

含む）

外国人旅行者向け
に旅行代理店を
通じてＰＲ

企業との
コラボレーション

各区に
観光大使を
任命する

シティカラーを
もっと出す
封筒を白に

音楽人、
文化人による
川崎プロ
モーション

自然（多摩川）の活用

大学・企業
とのコラボ

全国大会の誘致

キャラクターの発掘、活用

メインキャラクター
がわかりにくい

各種全国大会を
川崎市で開催する

教育・文化などの
全国大会も

ＨＰのわか
りやすさ
親しみ
やすさ

音楽

イベントへの
スポンサーの提携、
募集とPR提供

イベントホール
お金がかからない
イベントを増やす

若者の夢
キラキラ感

五輪の活用 バリアフリーの
街づくり

（住みやすさを）
障がい者に

やさしいまちづくり

研究者のつながり・
情報発信

大自然を活かした
音楽フェス

多摩川を使った
スポーツ活性化
人を集める
（カヌー）

地域のスポット
をめぐる

ウォーキング
コースで

定期イベント開催

多摩川流域の区の
連帯力をＵＰ

残された資源を起こす

地域のイベント
をしっかり
知らせる

（どこにも告知
されておらず
内輪な感じが
見られた）

市民施設の
誘致

市民の日・
週の土日に
子ども無料
＋民間企業

地域への貢献活動

研究・開発・産業分野
研究開発拠点の集約による
キングスカイフロント

新川崎・創造のもり地区の
ような特区を国際的にも

着目される大規模なレベルに
世界トップクラスの
テーマを確立

ツアーの組み方を
プロに任せては
どうか？

市内の公共施設を
開放

（アマチュアに）

文化・芸術・スポーツ・自然
全国・海外から多数の人が参画・参加
できる定期的・大規模なイベント開催

地下鉄・バスの
距離を長く
周遊させる

観光事業はプロに任せる
コラボレーションする

おすすめ
観光ルートの
パッケージ化

交通分野と連携して
地域資源をつなぐ

川崎モデル
は何か？

情報発信の
仕方の特化

Ex. 市政だより
インターネット

誰に何を伝えた
いかを明確化
（対象によって
広報の仕方を
変える）

ＨＰを楽しく

観光ツアー申込
ＮＥＴ化

（往復はがき）

Net.（特にスマホ）
の利用・活用

観光資源は多い
川崎市に観光課が無い
また、予算が無い

イメージUPになっていない

何のまちにしたい
のかがわからない

「○○のまち」の
イメージや予算別
スポットなどの
資料作成

まちのイメージに
あわせて資源や
イベントを
組み合わせる観光・ＰＲの質・予算を充実させる

ジャンル・予算別スポット紹介
（例：音楽のまち）

医療・介護機関、役所、保健
機関、住民のネットワーク化

ネットの活用
スマホを使いやすく

川崎モデルづくり

開かれた場所が
たくさんできる

知っている人が出
演していれば行く

川崎の一流は人材

便利であることがデメ
リットにならないために
は、つながりが利用を
増やすという手法

市民・人材が資源と
考える

「人材」が川崎No1
の資源

海外の人への
アピール

駅そのもの？
あるものを活かす

市・各区のランドマーク
をポイントにする

産業・研究開発、
文化・芸術、スポーツ、自然
各分野において国内・海外

から注目される
断トツのものを確立

各分野で国内外に
注目される断トツ
のものを確立する

資源も人材も多い
どれに特化するか？
川崎といったら
「何」を作る

川崎は公害の町

対策の結果
環境・ゴミ処理システム

産業のまち
＋環境保護も
セットで

音楽のまちの
実感がない

もっと全国的・世間的
に認められるような
イベントを定常化
させたイメージアップ

が必要

観光事業を民営化！
現在

川崎市観光協会

観光資源のパッ
ケージ化
（海外向け）

研究機関の
大規模化
集約化
特区などを
生かして

グローバル化
外国人へ
川崎を
アピール

（企業と協調）
音楽の街をもっと
大規模に展開
市民参加型で開催

市のマークを
民間に自由に
使ってもらう。

ずっと住みた
い!!著名人、
イメージ
キャラクター
発信

若者定着に
向け全国へ
ゆるキャラ
発信

（夢・あこがれ）

子ども、特に小学
生へのイメージ
刷り込み
（公助：学校、
自助：家庭）

一般市民への開放
学校への出前講座
会社への見学

子どもにとっても将来を考
える上で多様な大人に出

会うことが必要
（子どもにとってのメリット）

まず魅力とする目標
の設定をせよ

（他の市との比較で
ねらいを定めては）

ライフステージごとに
魅力を設定

１．待機児童
２．中学校給食
３．高校・スポーツ学習の

高さ
４．全世代のLOHAS-医療

（マスメディアを使ったＰＲ）

日本一・世界一のイベント
（音楽・スポーツ） 他都市と連携

魅力は何？

差別化も連携も

ライフステージごと
に発信を！

世界で戦えるレベル

コミュニケーション
の機会・場として

これからのチャンス
を生かす

クリーンなまち

知名度！インパクト

スポーツ施設への
アクセス改善

小中学生とスポーツ
選手の交流を
たくさん行う

武蔵小杉で地元
アピール館設置

イメージアップ

川崎の悪い
イメージを消す。
解決をアピール
逆チャンスで

地域のまきこみ方が課題

言語表記を増やす
（外国・障がい）

伝わりやすい
情報発信

色々な言葉で伝える

ターゲットの明確化

今あるランドマーク
の存在を確立

つながりで集客でき
るように仕組みづくり

特にグローバルでは

魅力は既にあるのでは

イメージづくり（断トツ）
・各分野で国内外で着目されるものを確立する、マイナスをプラスに（ex.公害）、
各地区の資源を活かす、人材のつながりを活かす …差別化
・研究機関の活用（特区を活かす）

民間と連携した情報発信
・プロと組んで発信、観光ツアーパッケージ化

アマチュアの活動を活性化 企業の協力、公共施設の開放

企業の社会貢献によって地域の人材育成につなげる
・ＣＳＲ、次世代育成

「川崎モデル」をつくる！ 医療・介護ネットワーク化
目標：若者の夢・キラキラ感
課題：地域全体のイメージの確立（ex.住み易さ）

医療・介護情報ネットワーク
システムを実現

（予防医療・介護・コスト削減）

マイナンバー制度の発足を視野に全
国に先駆ける先端的なモデル




